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国
内
で
の
様
々
な
食
品
偽

装
。
中
国
の
毒
入
り
餃
子
。

輸
入
汚
染
米
の
食
用
流
出
。

中
国
製
乳
製
品
な
ど
の
メ
ラ

ミ
ン
混
入
…
…
。
食
料
自
給

率
が
４０
％
に
落
ち
込
み
輸
入

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
今
日
「
食
の
安
全

・
安
心
」に
か
つ
て
な

い
関
心
が
高
ま
る
。

そ
ん
な
世
相
を
反
映

し
、全
国
各
地
で「
直

売
所
」
や
「
産
直
」
が

ブ
ー
ム
だ
。
本
紙
が

前
回
号
で
実
施
し
た

読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
も

「
あ
な
た
が
道
の
駅

長
に
な
っ
た
ら
何
が

し
た
い
か
？
」
の
問

い
に
「
直
売
所
の
充

実
」
の
回
答
が
多
数

寄
せ
ら
れ
た
。
生
産

者
の
顔
が
見
え
る
安

心
感
。
「
道
の
駅
」

の
直
売
所
は
今
、
機

能
の
充
実
、
拡
大
に

期
待
が
集
ま
る
。

直
売
所
や
産
直

は
、
道
の
駅
だ
け
で

な
く
全
国
各
地
で
広

が
り
を
見
せ
る
が
、

落
と
し
穴
も
潜
む
。
も
し
直

売
所
の
食
品
が
信
頼
を
損
ね

た
ら
、
安
全
神
話
は
崩
壊
す

る
。人

と
生
き
も
の
に
優
し
い

農
業
を
提
唱
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

「
生
物
多
様
性
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
」
（
東
京
・
町
田

市
）の
原
耕
造
理
事
長
は「
直

売
所
が
地
域
に
根
付
く
に

は
、
地
域
の
農
産
物
生
産
体

系
と
消
費
者
の
食
生
活
の
転

換
が
必
要
」
と
指
摘
。
地
域

農
業
が
単
一
品
目
産

地
か
ら
多
品
目
産
地

に
転
換
し
、
食
生
活

も
地
域
の
生
産
体
系

に
連
動
し
て
変
わ
っ

て
初
め
て
、真
の「
地

産
地
消
」
が
実
現
す

る
。
「
こ
れ
か
ら
の

農
業
は
環
境
問
題
と

セ
ッ
ト
。
地
元
生
産

者
の
意
識
と
、
消
費

者
の
意
識
改
革
が
欠

か
せ
な
い
」
と
、
啓

蒙
す
る
。

そ
う
し
た
農
家
の

一
例
と
し
て
、
東
京

・
八
王
子
市
の
酪
農

家
、
磯
沼
正
徳
さ
ん

の
磯
沼
牧
場
を
訪
ね

た
。
自
然
の
中
で
の

ん
び
り
育
つ
牛
。
そ

の
牛
乳
や
ヨ
ー
グ
ル

ト
は
ま
さ
に
本
物
の

味
。
「
道
の
駅
八
王

子
滝
山
」。そ
ん
な
地

元
産
品
を
中
心
に
「
新
鮮
な

食
品
を
揃
え
安
心
・
安
全
な

食
生
活
を
応
援
す
る
」。東
京

で
初
の
道
の
駅
。
全
国
初
の

都
会
型
の
駅
で
も
あ
り
、
日

常
的
な
買
い
物
客
も
多
い
だ

け
に
、食
へ
の
関
心
は
高
い
。

１６面 「道の駅検定」来春からスタート

「
食
の
危
機
」
に
切
り
札

東京・
八王子

道の駅特集

「ご当地おもしろ検定」

話題の道の駅

こんにちは駅長です

グリーン・ツーリズム

道の駅ファイト

なるほどブリッジ

地震列島の課題

東海北陸自動車道全線開通

日本風景街道

「秩父路ルネッサンス」

岐阜県高山市 大分県宇佐市

観光庁が発足

新登録道の駅

読者の声 おもしろ万葉集

プレゼント パズル

特集「道の駅 産地直売所」
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１５

「
道
の
駅

八
王
子
滝
山
」
は
、
東
京
都
で
初
の
道
の
駅
、
そ
し
て
全
国
で
初
め
て
の
都
会
型
の
道
の
駅
で
す
。
新
鮮
な
野
菜
を
豊
富
に
取
り
揃
え
、
み
な
さ
ま
の
安
心
・
安
全
な
食
生
活
を
応
援
し
ま
す
。

お
客
様
の
笑
顔
が
、
わ
た
し
た
ち
の
「
駅
」
を
つ
く
り
ま
す
。
清
潔
さ
と
真
心
の
お
も
て
な
し
を
も
っ
て
、
お
客
様
に
笑
顔
で
「
ま
た
来
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
「
駅
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

撮
影

新
藤
健
一
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「
道
の
駅
八
王
子
滝
山
」

は
、
都
道
１
６
９
号
渕
上
日

野
線
、
新
滝
山
街
道
沿
い
に

あ
る
。
都
会
型
と
は
い
え
、

近
く
に
は
行
楽
地
と
し
て
知

ら
れ
る
高
尾
山
も
あ
り
、
周

辺
は
里
山
の
あ
る
の
ど
か
な

田
園
だ
。
食
堂
も
八
王
子
の

農
家
の
野
菜
を
材
料
に
し
た

「
八
農
菜
ベ
ジ
タ
ブ
ル
カ
レ

ー
」
な
ど
、
特
色
あ
る
メ
ニ

ュ
ー
づ
く
り
に
気
を
配
る
。

人
気
商
品
の
一
つ
が
、
八
王

子
市
小
比
企
町
の
磯
沼
ミ
ル

ク
フ
ァ
ー
ム
（
磯
沼
牧
場
）

直
売
の
ミ
ル
ク
や
ヨ
ー
グ
ル

ト
で
あ
る
。
少
量
限
定
生
産

と
い
う
牧
場
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

牛
乳
を
一
口
飲
む
と
、
そ
の

味
わ
い
の
濃
さ
に
驚
か
さ
れ

る
。
そ
の
秘
密
を
探
ろ
う

と
、
牧
場
に
出
か
け
た
。

牧
場
は
高
尾
の
近
く
で
Ｊ

Ｒ
八
王
子
駅
か
ら
、
直
線
で

２
・
５
㌔
ほ
ど
し
か
離
れ
て

い
な
い
。
緑
の
牧
草
地
に
秋

空
の
青
が
ま
ぶ
し
い
。
丘
の

あ
ち
こ
ち
に
牛
が
寝
そ
べ
っ

た
り
、
の
ど
か
に
牧

草
を
食
む
。
畜
舎
の

臭
い
も
、
ま
る
で
気

に
な
ら
な
い
。
磯
沼

ミ
ル
ク
フ
ァ
ー
ム
は

１
９
５
２
年
、
磯
沼

正
徳
さ
ん
の
父
親
が

農
業
と
兼
ね
て
始
め

た
。
６０
年
に
酪
農
に

切
り
替
え
２０
年
前
、

今
の
形
に
な
っ
た
。

飼
育
す
る
９０
頭
ほ
ど
の
約

半
分
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
だ
。

他
の
３
分
の
２
は
濃
い
ミ
ル

ク
を
出
す
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
、

残
り
３
分
の
１
が
、
蛋
白
分

が
多
く
チ
ー
ズ
作
り
に
適
す

る
ス
イ
ス
原
産
の
ブ
ラ
ウ
ン

ス
イ
ス
と
い
う
。
３
種
の
牛

乳
の
飲
み
比
べ
は
初
体
験

だ
。
同
じ
餌
を
与
え
ら
れ
、

同
じ
よ
う
に
飼
育
さ
れ
て
も

品
種
に
よ
っ
て
、
味
が
違
う

こ
と
が
分
か
る
。

目
隠
し
の
試
飲
で
は
、
ジ

ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
が
一
番
人
気

と
い
う
。
「
将
来
は
も
っ
と

多
種
の
牛
を
飼
い
た
い
」
と

磯
沼
さ
ん
。
こ
こ
で
は
そ
れ

ぞ
れ
の
牛
に
名
前
を
つ
け
、

大
事
に
育
て
て
お
り
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
は
都
内
の
有
名
デ
パ

ー
ト
に
も
置
い
て
い
る
。

社
団
法
人
日
本
中
央
酪
農

会
議
が
認
定
す
る
「
酪
農
教

育
フ
ァ
ー
ム
」
と
い
う
制
度

が
あ
る
。
「
酪
農
や
農
業
、

自
然
環
境
、
自
然
と
の
共
存

関
係
が
学
べ
る
牧
場
や
農

場
」
で
、
磯
沼
ミ
ル
ク
フ
ァ

ー
ム
も
認
定
牧
場
だ
。
「
街

中
の
牧
場
な
の
で
、
見
に
来

て
乳
搾
り
を
体
験
し
、
牛
と

触
れ
合
っ
て
ほ
し
い
」
と
磯

沼
さ
ん
。

牛
乳
の
美
味
し
さ
の
秘
密

は
、
母
さ
ん
牛
に
ス
ト
レ
ス

が
な
い
こ
と
、
だ
と
い
う
。

だ
か
ら
、
自
然
の
中
で
の
ん

び
り
牛
を
育
て
る
。
牛
た
ち

も
汚
れ
て
い
な
い
し
、
気
持

ち
よ
さ
そ
う
。

糞
尿
の
臭
い
が
ほ
と
ん
ど

し
な
い
の
は
、
牛
舎
の
工
夫

に
あ
る
。
コ
ー
ヒ
ー
や
カ
カ

オ
の
豆
殻
を
敷
き
、
臭
い
を

抑
え
る
。
こ
の
ア
イ
デ
ア
に

思
わ
ぬ
副
産
物
も
あ
っ
た
。

堆
肥
で
あ
る
。
発
酵
熱
が
高

く
な
っ
て
発
酵
が
促
進
さ

れ
、
養
分
豊
富
な
堆
肥
が
で

き
た
。
地
球
環
境
に
も
周
辺

住
民
に
も
、
牛
に
も
優
し
い

リ
サ
イ
ク
ル
牛
舎
の
シ
ス
テ

ム
だ
。

磯
沼
さ
ん
は
「
カ
ウ
ボ
ー

イ
・
カ
ウ
ガ
ー
ル
ス
ク
ー

ル
」
と
い
う
牧
場
体
験
講
座

を
開
く
な
ど
、
本
業
の
ヨ
ー

グ
ル
ト
作
り
や
牛
の
世
話
以

外
に
、
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
す
る
。
子
供
た
ち
に
牧

場
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
牛

や
牧
場
を
好
き
に
な
っ
て
ほ

し
い
か
ら
だ
。

こ
の
日
も
、
磯
沼
さ
ん
が

管
理
す
る
近
く
の
田
ん
ぼ
で

「
農
と
生
き
も
の
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
養
成
講
座
」
が
行
わ

れ
て
い
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
生
物
多

様
性
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
が

主
催
す
る
講
座
で
今
回
は

「
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調

査
」
と
「
牛
の
健
康
調
査
」

の
２
本
立
て
で
実
習
が
組
ま

れ
て
い
た
。
磯
沼
さ
ん
は
、

牛
の
健
康
と
観
察
の
方
法
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

２
０
１
０
年
、
Ｅ
Ｕ
か
ら

健
康
な
家
畜
か
ら
作
ら
れ
た

畜
産
製
品
の
合
格
マ
ー
ク
付

き
食
品
が
入
っ
て
く
る
。
ア

ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
で
あ

る
。
そ
の
対
抗
策
と
し
て
、

日
本
で
も
健
康
な
牛
か
ら
は

良
質
な
乳
が
搾
れ
る
こ
と
を

証
明
す
る
た
め
の
、
牛
の
健

康
調
査
だ
と
い
う
。

「
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調

査
」に
は
会
社
員
、
高
校
生
、

大
学
生
、
主
婦
ら
３０
人
ほ
ど

が
参
加
し
た
。
同
支
援
セ
ン

タ
ー
が
「
農
業
と
環
境
は
セ

ッ
ト
」
と
強
調
す
る
の
は
、

多
様
な
生
物
が
生
息
で
き
る

環
境
の
中
で
、
本
来
の
農
業

を
再
生
さ
せ
る
大
切
さ
、
で

あ
る
。
「
農
と
自
然
の
研
究

所
」
代
表
理
事
の
宇
根
豊
さ

ん
が
、
生
き
も
の
調
査
の
方

法
を
指
導
し
た
。
宇
根
さ
ん

は
、
福
岡
で
減
農
薬
の
米
作

り
な
ど
農
の
再
生
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

ま
ず
、
根
っ
こ
に
い
る
虫

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
２
回
目
は

バ
ッ
タ
な
ど
葉
の
上
に
い
る

虫
を
調
査
。
３
回
目
は
畦
に

生
え
て
い
る
植
物
の
チ
ェ
ッ

ク
、
の
順
で
調
査
が
進
む
。

生
物
が
多
様
に
増
え
て
く
れ

ば
、
大
地
の
自
然
力
が
回
復

し
た
証
拠
だ
。

家
族
参
加
の
小
中
学
生
た

ち
も
虫
を
嫌
が
ら
ず
、
進
ん

で
接
し
て
い
た
。
生
き
も
の

を
捕
ま
え
た
ら
最
後
に
は
放

す
が
、
宇
根
さ
ん
が
「
た
だ

放
す
の
で
は
な
く
、
ま
た
会

お
う
ね
と
話
し
か
け
て
か
ら

田
ん
ぼ
に
返
し
ま
し
ょ
う
」

と
言
っ
て
い
た
の
が
印
象
的

だ
っ
た
。

「
道
の
駅
八
王
子
滝
山
」

で
得
た
地
元
情
報
が
、
思
わ

ぬ
牧
場
探
訪
に
な
り
、
の
ど

か
な
里
山
で
癒
や
し
の
ひ
と

と
き
を
過
ご
す
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
。
道
の
駅
に
は
情
報

と
い
う
宝
の
原
石
が
埋
も
れ

て
い
る
、
と
実
感
し
た
。

「
Ｉ
Ｔ
新
改
革
戦
略
」（
平

成
１８
年
１
月
Ｉ
Ｔ
戦
略
本
部

決
定
）
の
方
針
を
受
け
「
Ｉ

Ｔ
Ｓ
｜
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ
２
０

１
０

０８
年
度
大
規
模
実
証

実
験
実
施
計
画
」
が
今
年
４

月
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
計
画
に
安
全
運
転
支
援
シ

ス
テ
ム
の
実
証
実
験
を
官
民

連
携
で
実
施
し
、
路
側
機
や

車
載
器
の
互
換
性
確
認
等
を

行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
東
京
で
は
、
関
係
省
庁

の
合
同
実
証
実
験
を
、
ま

た
、
東
京
以
外
の
地
域
で

は
、
地
域
特
性
を
考
慮
し
た

地
域
実
証
実
験
を
行
い
、
サ

ー
ビ
ス
の
有
効
性
の
検
証
及

び
効
果
の
定
量
的
な
評
価
が

行
わ
れ
ま
す
。

東
京
で
の
合
同
実
証
実
験

で
は
、
一
般
道
と
首
都
高
速

道
路
の
路
車
間
通
信
シ
ス
テ

ム
、
車
車
間
通
信
シ
ス
テ
ム

及
び
こ
れ
ら
が
連
携
し
た
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
統
一
的

仕
様
に
基
づ
き
、
す
べ
て
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
共

用
車
載
器
を
用
い
た
技
術
的

検
証
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。
現
在
、
首
都
高
速
道
路

及
び
東
京
臨
海
副
都
心
地
区

で
の
実
施
（
０８
年
１２
月
～
０９

年
３
月
を
予
定
）
に
向
け
て

着
実
に
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

国
土
交
通
省
は
、
ス
マ
ー

ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
、
０７
年
度

に
首
都
高
速
道
路
で
実
施
し

た
公
道
実
験
の
サ
ー
ビ
ス
に

加
え
「
前
方
障
害
物
情
報
提

供
サ
ー
ビ
ス
（
見
通
し
の
悪

い
カ
ー
ブ
や
ト
ン
ネ
ル
の
先

の
障
害
物
を
検
出
し
て
情
報

提
供
す
る
こ
と
で
追
突
事
故

な
ど
を
防
止
）
」
、
「
前
方
状

況
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
（
前

方
状
況
（
渋
滞
、
事
故
、
規

制
等
の
発
生
状
況
）
を
事
前

に
音
声
や
静
止
画
で
情
報
提

供
す
る
こ
と
で
走
行
中
に
お

け
る
安
全
・
安
心
感
の
向
上

に
寄
与
）
」
、
「
合
流
支
援
情

報
提
供
サ
ー
ビ
ス
（
セ
ン
サ

ー
で
合
流
車
を
検
出
し
て
本

線
側
車
両
に
情
報
提
供
し
、

合
流
部
で
の
接
触
事
故
な
ど

を
防
止
）
」
を
新
た
に
実
施

し
ま
す
。
（
図
参
照
）
さ
ら

に
、
警
察
庁
と
連
携
し
て
登

り
勾
配
で
見
通
し
の
悪
い
一

般
道
で
の
前
方
障
害
物
情
報

提
供
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
、

シ
ス
テ
ム
連
携
の
検
証

も
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
、
安
全
運
転
支

援
シ
ス
テ
ム
を
中
心
と

し
た
Ｉ
Ｔ
Ｓ
を
広
く
一

般
へ
周
知
す
る
た
め
、

０９
年
２
月
２５
日
～
２８
日

に
は
、
一
般
の
方
々
や

マ
ス
コ
ミ
を
対
象
と
し

た
実
験
車
両
へ
の
体
験

試
乗
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
及
び
公
開
展
示
か
ら

な
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

（
国
土
交
通
省
道
路

局
道
路
交
通
管
理
課

高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ

ム
推
進
室
長

奥
谷

正
）

こんなに大きいカマキリもいるんだ！

（田んぼの生きもの調査で）

自然の中で伸び伸び育つ牛と触れ合う、磯沼牧場の見学者

思い思いに、田んぼの生きもの調査

美味しい牛乳は健康な牛か

ら、と説明する磯沼正徳さん
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
生
物
多
様
性
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
ほ

ど
、
東
京
・
町
田
市
の
Ｊ
Ａ

教
育
セ
ン
タ
ー
で
「
農
と
生

き
も
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
」

養
成
講
座
を
開
い
た
。

原
耕
造
同
セ
ン
タ
ー
理
事

長
が
汚
染
米
流
通
や
メ
ラ
ミ

ン
入
り
乳
製
品
な
ど
「
昨
今

の
食
に
関
す
る
話
」
を
し
た

あ
と
、
宇
根
豊
・
農
と
自
然

の
研
究
所
代
表
理
事
が
「
生

き
も
の
へ
の
ま
な
ざ
し
」
の

題
で
、
西
欧
と
日
本
の
自
然

の
と
ら
え
方
の
違
い
や
、
近

代
化
に
よ
る
生
き
も
の
へ
の

影
響
を
講
義
。

他
に
▽
「
生
き
も
の
の
不

思
議
」
（
林
鷹
央
・
大
宮
国

際
動
物
専
門
学
校
講
師
）
▽

「
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
」
（
水
野
葉
子
・
日
本
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
検
査
員
協
会
参

与
）
な
ど
の
講
義
が
あ
っ

た
。「

農
業
と
環
境
は
セ
ッ

ト
」
と
し
て
「
田
ん
ぼ
の
生

き
も
の
調
査
」
を
続
け
る
原

理
事
長
は
開
講
挨

拶
で
、
今
後
の
わ

が
国
農
業
の
方
向

性
の
一
つ
を
語
っ

た
。９２

年
の
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ

ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
は
農
産
物
の

市
場
開
放
の
一
方
で
「
緑
の

政
策
」
へ
の
転
換
を
促
し

た
。
関
税
を
下
げ
れ
ば
ど
の

国
も
農
家
は
苦
し
い
の
で
、

環
境
に
優
し
い
農
業
を
す
れ

ば
、
税
金
で
農
家
に
所
得
補

償
し
て
も
貿
易
自
由
化
違
反

で
な
い
、
と
し
た
。

世
界
各
国
は
「
緑
の
政

策
」
の
価
値
転
換
を
と
ら
え

「
農
業
と
環
境
」
を
セ
ッ

ト
に
し
た
政
策
に
切
り
替

え
、
農
家
を
直
接
支
援
し

た
。こ

の
年
、
地
球
環
境
サ
ミ

ッ
ト
も
開
か
れ
た
。
気
候
変

動
枠
組
条
約
と
同
時
に
「
種

の
減
少
」
に
歯
止
め
を
か
け

る
「
生
物
多
様
性
条
約
」
が

結
ば
れ
た
。

生
物
の
危
機
の
最
大
原
因

は
、
農
薬
の
普
及
な
ど
で
自

然
へ
の
働
き
か
け
や
伝
統
的

農
業
が
な
く
な
り
、
耕
作
地

放
棄
や
里
山
の
荒
廃
が
進
ん

だ
こ
と
と
い
う
。
種
の
多
様

性
は
地
球
環
境
の
指
標
。「
田

ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
」
を

続
け
る
理
由
だ
。
身
近
な
自

然
を
実
感
す
れ
ば
意
識
転
換

で
き
、
環
境
へ
の
理
解
が
進

む
。直

売
所
ブ
ー
ム
は
一
歩
前

進
だ
が
「
食
の
安
全
・
安

心
」
の
視
点
だ
け
で
な
く「
環

境
」
の
視
点
で
農
業
を
語
り

た
い
。
生
産
体
系
と
消
費
体

系
の
転
換
に
必
要
な
の
が
、

都
市
と
農
村
共
通
の
利
害
で

あ
る
「
環
境
」
へ
の
意
識
、

と
思
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
政
府
が
税
金
を

使
う
農
業
政
策
に

転
換
す
る
際
、
国

民
が
Ｇ
Ｏ
サ
イ
ン

を
出
し
た
。
わ
が
国
の
場
合

は
、
消
費
者
が
生
産
者
に
、

地
域
の
環
境
活
動
に
対
し
て

商
品
代
と
は
別
の
支
払
い
を

す
る
仕
組
み
が
適
当
、
と
考

え
る
。

こ
れ
が
食
料
自
給
率
の
向

上
、
食
の
安
全
・
安
心
の
確

保
の
た
め
の
新
し
い
社
会
シ

ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
に
つ
な

が
れ
ば
と
、
研
究
、
実
践
を

進
め
て
い
る
。

今
年
の
８
月
に
全
国
街
道
交
流

会
議
の
年
次
大
会
が
富
山
県
の
高

岡
市
で
開
催
さ
れ
そ
れ
に
出
席
し

た
帰
路
、
全
通
し
た
東
海
北
陸
自

動
車
道
を
通
っ
て
み
た
。
高
岡
か

ら
白
川
郷
ま
で

は
一
般
道
の
路

線
バ
ス
し
か
な

い
た
め
そ
れ
を

利
用
し
、
白
川

郷
か
ら
名
古
屋

ま
で
は
高
速
バ

ス
を
利
用
し
た
。

高
岡
９
時
３０
分
発
の
バ
ス
は
散

居
村
で
有
名
な
砺
波
平
野
を
通

り
、
越
中
の
小
京
都
と
い
わ
れ
る

城
端
町
の
き
れ
い
な
町
並
み
を
抜

け
て
山
道
を
登
り
、
ト
ン
ネ
ル
を

過
ぎ
る
と
五
箇
山
の
合
掌
集
落
が

目
に
入
る
等
見
所
が
一
杯
で
飽
き

る
こ
と
が
な
い
。
そ
う
こ
う
し
て

い
る
う
ち
に
１２
時
に
は
白
川
郷
に

到
着
だ
。
白
川
郷
に
は
以
前
に
も

来
た
こ
と
が
あ
る
が
何
よ
り
も
驚

い
た
の
は
人
が
多
い
。
高
山
と
の

間
が
高
速
道
路
で
つ
な
が
っ
た
た

め
観
光
バ
ス
が
多
い
と
は
聞
い
て

い
た
が
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
は

人
の
波
、
駐
車
場
を
求
め
て
乗
用

車
が
走
り
回
る
有
様
だ
。

名
古
屋
行
き
の
高
速
バ
ス
ま
で

は
時
間
が
あ
る
が
人
ご
み
の
中
を

歩
く
の
も
い
か
が
な
も
の
か
と
思

い
、
ふ
と
道
端
を
見
る
と
白
川
の

湯
と
い
う
看
板
が
あ
る
。
今
は
や

り
の
温
泉
施
設
と
は
思
っ
た
が
時

間
待
ち
に
は
最
適
と
思
い
行
っ
て

み
た
。
川
沿
い
の
平
凡
な
建
物
だ

っ
た
が
客
は
地
元
の
人
た
ち
が
数

人
だ
け
で
、
な
か
な
か
良
い
湯
だ

し
湯
上
り
の
ビ
ー
ル
も
最
高
だ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
発
見
が
あ
る
の

が
旅
の
醍
醐
味
だ
ろ
う
。

そ
の
後
１５
時
３０
分
発
の
高
速
バ

ス
に
乗
り
名
古
屋
に
は
１８
時
３０
分

に
到
着
だ
。
東
京

に
も
余
裕
を
持
っ

て
帰
れ
る
し
、
ま

さ
に
横
断
道
時
代

の
便
利
さ
を
満
喫

し
た
。
横
断
道
の

先
輩
と
し
て
は
中

四（
な
か
よ
し
）さ
ん
か
い
ラ
イ
ン

の
愛
称
で
知
ら
れ
る
日
本
海
と
瀬

戸
内
海
、
太
平
洋
を
つ
な
ぐ
自
動

車
道
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
日
本

の
地
域
構
造
を
改
変
す
る
可
能
性

を
持
っ
て
い
る
と
思
う
。

本
紙
は
前
回
１９
号
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
で
「
あ
な
た
が
も

し
も
駅
長
に
な
っ
た
ら
し
た

い
こ
と
」
と
き
い
た
と
こ
ろ

「
地
元
の
産
直
品
を
も
っ
と

売
る
」
「
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

を
作
る
」「
地
元
産
の
安
全
・

安
心
情
報
を
発

信
す
る
」

な

ど
、
産
直
機
能

や
直
売
所
に
関

す
る
回
答
が
多

か
っ
た
。
道
の

駅
の
直
売
機
能

に
関
す
る
読
者

の
声
を
、
紹
介

す
る
。

「
道
の
駅
ご

と
に
い
ろ
ん
な

野
菜
が
あ
る
の

で
、
農
家
と
連

携
し
て
収
穫
体

験
ツ
ア
ー
な
ど

を
や
っ
て
み
た

い
」
∥
栃

木

県
、
男
性
、
会

社
員
（
３７
）

「
安
く
て
お

い
し
い
、
地
元

産
野
菜
を
使
っ

た
お
食
事
処
を

つ
く
り
た
い
。

新
鮮
な
地
元
産

野
菜
の
購

入

や
、
ト
イ
レ
休
憩
な
ど
い
つ

も
利
用
し
て
い
る
」
∥
新
潟

県
、
女
性
、
主
婦
（
３７
）

地
元
野
菜
・
特
産
品
販
売

も
、
重
要
な
情
報
発
信
の
一

つ
だ
。

「
富
有
柿
で
有
名
な
岐
阜

県
本
巣
市
で
は
、
柿
の
加
工

品
を
婦
人
会
や
ク
ラ
ブ
で
作

り
、
地
元
の
道
の
駅
で
販
売

し
て
い
る
。
道
の
駅
の
魅
力

は
、
そ
の
土
地
で
し
か
手
に

入
ら
な
い
農
産
物
や
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
土
産
を
買
う
こ
と
」

∥
岐
阜
県
、
男
性
、
自
営
業

（
５８
）

「
道
の
駅
は
、
地
元
の
食

材
を
使
い
、
郷
土
料
理
を
提

供
し
て
郷
土
色
豊

か
。
美
味
し
い
料

理
に
出
合
い
調
理

場
の
人
に
作
り
方

や
材
料
を
聞
く
と

親
切
に
教
え
て
く

れ
る
。
滋
賀
県
の

道
の
駅
・
あ
い
の

土
山
で
は
調
理
場

か
ら
料
理
人
が
出

て
き
て
レ
シ
ピ
を

教
え
て
く
れ
た
」

∥
三
重
県
、
女

性
、
会
社
員（
４３
）

道
の
駅
自
体
を

観
光
対
象
に
と
ら

え
る
声
も
。

「
地
域
情
報
や

特
産
品
、
名
物
料

理
を
提
供
し
て
く

れ
、
道
の
駅
そ
の

も
の
が
旅
行
対

象
、
観
光
対
象

だ
。
出
店
し
て
い

る
農
家
の
人
の
お

国
訛
り
会
話
は
、

旅
行
の
風
情
を
か

き
立
て
、
運
転
の
疲
れ
を
癒

や
す
不
思
議
な
力
が
あ
る
」

∥
三
重
県
、
男
性
、
自
営
業

（
５０
）

「
そ
の
土
地
の
特
産
品
の

生
産
者
が
見
え
る
展
示
や
、

工
芸
品
の
工
房
な
ど
が
あ
っ

て
体
験
出
来
た
ら
、
道
の
駅

自
体
が
観
光
拠
点
に
な
る
の

で
は
」
∥
熊
本
県
、
女
性
、

主
婦
（
５２
）

歩
道
上
で
の
歩
行
者
と
自

転
車
の
錯
綜
な
ど
で
、
自
転

車
と
歩
行
者
が
接
触
す
る
事

故
は
、
最
近
１０
年
間
で
約
４

・
５
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

京
都
議
定
書
目
標
達
成
計
画

は
、
自
転
車
走
行
空
間
の
整

備
で
約
３０
万
㌧
の
排
出
ガ
ス

削
減
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
自
動
車
や
歩
行
者
か

ら
分
離
さ
れ
た
自
転
車
走
行

空
間
で
あ
る
自
転
車
道
な
ど

の
整
備
延
長
は
、
全
国
で
約

２
６
６
０
㌔
と
、
ご
く
僅
か

で
す
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
平
成

２０
年
１
月
、
国
土
交
通
省
と

警
察
庁
は
、
自
転
車
通
行
環

境
整
備
の
模
範
と
な
る
モ
デ

ル
地
区
を
、
全
国
で
９８
カ
所

指
定
し
ま
し
た
。
モ
デ
ル
地

区
の
指
定
要
件
は
、
自
転
車

道
の
整
備
ま
た
は
自
転
車
レ

ー
ン
を
設
置
し
、
指
定
後
約

２
年
間
で
対
策
を
完
了
す
る

と
し
、
歩
行
者
・
自
転
車
・

自
動
車
が
分
離
さ
れ
た
走
行

空
間
の
戦
略
的
整
備
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

３
月
に
は
、
東
京
の
モ
デ

ル
地
区
で
あ
る
江
東
区
亀
戸

の
京
葉
道
路（
国
道
１４
号
）で

自
転
車
道
を
整
備
し
、
渋
谷

区
幡
ケ
谷
の
旧
玉
川
水
道
道

路
に
自
転
車
レ
ー
ン
を
設
置

し
ま
し
た
。
亀
戸
で
は
、
自

転
車
道
と
車
道
の
境
界
に
柵

・
縁
石
な
ど
を
設
け
、
車
道

左
側
に
２
㍍
の
自
転
車
道
を

整
備
し
、
歩
行
者
・
自
転
車

・
自
動
車
の
走
行
空
間
を
分

離
し
ま
し
た
。幡
ケ
谷
で
は
、

車
道
左
側
に
青
く
着
色
し
た

幅
員
１
・
５
㍍
の
自
転
車
レ

ー
ン
を
設
置
。
道
路
標
識
と

道
路
標
示
を
設
置
し
て
、
自

転
車
走
行
空
間
の
明
確
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
モ
デ
ル
地
区

の
整
備
を
推
進
し
、
様

々
な
課
題
の
整
理
と
改

善
策
の
検
討
を
進
め
ま

す
。
仏
・
パ
リ
で
は
自

転
車
専
用
道
路
を
１３
年

間
で
約
４
０
０
㌔
整
備

し
て
い
ま
す
が
、
自
転

車
先
進
都
市
の
取
り
組

み
を
参
考
に
、
我
が
国

に
お
け
る
自
転
車
道
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を

図
る
た
め
、
意
欲
あ
る

都
市
へ
の
支
援
方
策
な

ど
を
検
討
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

（
国
土
交
通
省
道
路
局

地
方
道
・
環
境
課
道
路

交
通
安
全
対
策
室
長

小
口

浩
）

「産直品もっと増やして」
「収穫体験ツアーをしたい」

仏・パリの自転車専用道路

食
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
き
な
ど
を
話
す
原
耕
造
さ
ん

自転車通行環境整備モデル地区の位置

国民生活センター顧問

糠谷 真平

横
断
道
時
代
の
到
来
へ

日
本
の
地
域
構
造
改
変
も

東海北陸
自動車道

第 20号道 21世紀新聞 Route Press 21st.2008 年（平成 20 年）10 月3



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

東
京
・
池
袋
か
ら
電
車
で

約
１
時
間
半
。
埼
玉
県
秩
父

地
方
は
、
空
青
く
、緑
濃
い
。

都
会
の
け
ん
騒
が
う
そ
の
よ

う
な
別
天
地
で
あ
る
。
秋
空

の
下
、
た
く
さ
ん
の
ハ
イ
カ

ー
が
行
き
交
う
。
こ
こ
に
地

域
づ
く
り
の
新
た
な
光
を

と
、
民
・
学
・
官
で
日
本
風

景
街
道
「
秩
父
路
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
」
の
創
造
に
力
を
注
い

で
い
る
。

◆
銘
仙
和
服
で
お
し
ぼ
り

秩
父
盆
地
に
位
置
す
る
秩

父
市
は
、
こ
の
エ
リ
ア
の
中

心
だ
。
江
戸
か
ら
大
正
の
時

代
に
か
け
、
セ
メ
ン
ト
・
絹

織
物
・
木
材
の
３
大
産
業
で

栄
え
た
。
秩
父

夜
祭
で
知
ら
れ

る
秩
父
神
社
の

い
わ
ば
�
門
前

駅
�
で
あ
る
秩

父
駅
（
秩
父
鉄
道
）
を
出
て

旧
市
街
地
を
歩
く
と
、
糸
の

買
継
商
だ
っ
た
商
家
跡
や
蔵

な
ど
が
目
に
つ
く
。

路
地
裏
に
も
登
録
文
化
財

の
民
家
や
古
い
住
家
が
往
時

の
名
残
を
と
ど
め
る
。
こ
こ

数
年
、ケ
ー
キ
店
や
喫
茶
店
、

小
物
店
な
ど
が
お
目
見
え
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
慣
れ

し
た
都
会
人
か
ら
す
れ
ば
、

ち
ょ
っ
と
し
た
�
異
界
�
に

映
り
、
楽
し
い
。

一
角
に
事
務
所
を
据
え
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ち
ち
ぶ
ま
ち

づ
く
り
工
房
」
副
代
表
の
華

道
家
（
自
称「
花

織
人
」）、
木
村

和
恵
さ
ん

は

「
３
大
産
業
は

見
る
影
も

な

く
、
近
年
は
観

光
客
も
減
り
気

味
。
『
ま
ち
な

か
に
ぎ
わ
い
通

り
』
を
つ
く
っ

て�
女
の
横
丁
�

に
し
、
活
気
を

呼
び
込
み

た

い
」
と
意
欲
的

だ
。同

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
女
性
陣
が
中

心
に
な
っ
て
活
動
す
る
分
科

会
「
知
々
布
・
織
女
の
会
」

代
表
も
兼
ね
た
、
秩
父
生
ま

れ
の
地
域
お
こ
し
仕
掛
け
人

で
あ
る
。

そ
の
「
知
々
布
・
織
女
の

会
」
の
メ
ン
バ
ー
１０
人
が
９

月
２７
日
、
秩
父
―
三
峰
口
駅

間
で
秩
父
鉄
道
の
Ｓ
Ｌ
列
車

「
華
パ
レ
オ
エ
ク
ス
プ
レ
ス

号
」
（
４
両
編
成
）
に
乗
っ

た
。
地
元
の
荒
川
商
工
会
が

同
鉄
道
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

企
画
に
協
力
し
た
。

Ｓ
Ｌ
列
車
は
、
国
道
１
４

０
号
に
ほ
ぼ
沿
っ
た
熊
谷
―

三
峰
口
間
約
５７
㌔
を
２
時
間

半
前
後
か
け
て
の
、
の
ん
び

り
旅
。
週
末
中
心
に
運
行（
１

日
１
往
復
）
し
て
２１
年
に
な

る
。「

お
し
ぼ
り
を
ど
う
ぞ
」。

縞
や
か
す
り
文
様
の
秩
父
銘

仙
姿
の
１０
人
は
乗
客
全
員
に

お
し
ぼ
り
サ
ー
ビ
ス
。
デ
ザ

イ
ナ
ー
や
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー

ら
多
彩
な
女
性
団
の
気
配
り

に
、
乗
り
合
わ
せ
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
の
ツ
ア
ー
一
行

は
「
日
本
的
ね
」と
大
喜
び
。

三
峰
口
駅
で
は
秩
父
屋
台
囃

子
の
笛
や
太
鼓
が
出
迎
え
た

が
、
み
な
「
地
元
を
Ｐ
Ｒ
で

き
る
こ
と
で
あ
れ
ば
」
と
熱

心
で
あ
る
。

◆
贄
川
（
に
え
が
わ
）
宿

の
縁
側
展

木
村
さ
ん
の
仕
掛
け
た
イ

ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
が
、
三
峰

口
駅
か
ら
歩
い
て
１０
分
、
秩

父
市
荒
川
贄
川
で
毎
年
１１
月

に
２
日
間
開
く
「
贄
川
宿
・

秋
の
縁
側
展
」
。
今
年
１９
回

目
を
迎
え
る
。

江
戸
時
代
か
ら
秩
父
の
霊

場
・
三
峰
神
社
へ
参
詣
す
る

人
の
宿
場
だ
っ
た
。
幸
田
露

伴
は
「
瑞
西
（
ス
ヰ
ツ
ル
∥

ス
イ
ス
の
意
）
あ
た
り
の
景

色
の
絵
を
目
の
あ
た
り
此
処

に
見
る
心
地
す
」（
１
８
９
８

年
「
知
々
夫
紀
行
」
）
と
ほ
め

て
い
る
。
道
の
両
側
に
連
な

る
３８
軒
は
、
昔

の
た
た
ず
ま
い

を
今
に
伝

え

る
。こ

の
建
物
に

縁
側
が
あ
る
。
喫
茶
店
主
と

木
村
さ
ん
が
「
こ
こ
で
ア
ー

ト
展
を
し
よ
う
」
と
地
元
へ

持
ち
か
け
た
の
が
き
っ
か
け

と
い
う
。
や
が
て
贄
川
宿
保

存
会
が
で
き
、
市
教
委
な
ど

も
後
援
に
入
っ
た
。

昨
年
、
民
家
活
用
の
常
設

ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
で
き
、
展
覧

会
は
秩
父
芸
術
祭
参
加
企
画

と
し
て
、
絵
画
、
ガ
ラ
ス
・

金
工
芸
、
写
真
、
銘
仙
、
人

形
製
作
、
筝
曲
、
書
の
作
品

展
示
や
子
ど
も
囃
子
、
そ
し

て
湯
茶
接
待
で
に
ぎ
わ
う
。

荒
川
商
工
会
の
逸
見
容
明

事
務
局
長
は
、
「
い
ま
５
０

０
０
人
ほ
ど
に
減
っ
た
が
、

最
盛
期
は
３
倍
の
人
波
で
あ

ふ
れ
ま
し
た
。
戻
っ
て
ほ
し

い
で
す
」
と
活
力
回
復
を
祈

る
。

新
宿
駅
東
口
の
イ
ベ
ン
ト

広
場
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
の
田
中

節
夫
会
長
が
「
道
路
を
つ
く

る
た
め
に
集
め
た
税
金
。
道

路
予
算
が
余
る
な
ら
高
い
税

率
を
下
げ
納
税
者
の
過
重
な

負
担
を
減
ら
す
べ
き
だ
。
暫

定
税
率
も
下
げ
ず
に
他
の
目

的
に
使
う
の
は
税
の
公
平
原

則
に
反
し
、
自
動
車
ユ
ー
ザ

ー
は
納
得
で
き
な
い
」
と
、

一
般
財
源
化
を
批
判
。

日
本
自
動
車
工
業
会
の
青

木
哲
会
長
も
「
３０
年
以
上
も

本
来
よ
り
最
高
２
・
５
倍
も

高
い
暫
定
税
率
を
負
担
し
て

き
た
。
道
路
以
外
に
使
う
の

は
許
せ
な
い
。
道
路
整
備
は

ま
だ
必
要
な
所
が
残
っ
て
お

り
、
今
後
国
民
が
ど
の
よ
う

に
税
を
負
担
す
る
か
納
税
者

も
一
緒
に
論
議
し
、
抜
本
的

な
税
制
改
革
が
必
要
」
と
強

調
し
た
。

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

中
西
英
一
郎
会
長
は
「
最
近

の
燃
料
高
で
業
界
全
体
の
負

担
は
１
兆
円
に
達
し
た
。
経

費
節
減
、
省
エ
ネ
に
四
苦
八

苦
し
て
い
る
が
限
界
で
、
倒

産
、
廃
業
が
相
次
ぐ
。
燃
料

代
対
策
と
高
い
税
金
を
廃
止

し
て
ほ
し
い
。
国
民
生
活
に

必
須
の
物
流
が
維
持
で
き
な

い
」
と
訴
え
た
。

最
後
に
、
石
油
関
連
団
体

も
含
め
７
首
脳
が
た
す

き
が
け
で
舞
台
に
勢
ぞ

ろ
い
し
「
自
動
車
ユ
ー

ザ
ー
の
税
負
担
を
軽
減

す
べ
き
だ
！
」
「
納
税

者
で
あ
る
自
動
車
ユ
ー

ザ
ー
を
無
視
す
る
な

！
」
と
、
気
勢
を
上
げ

た
。ま

た
、
同
日
、
東
京

以
外
で
も
大
阪
、
福
岡

な
ど
全
国
７
都
市
で
、

日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ

Ａ
Ｆ
）
が
同
趣
旨
の
イ

ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
、
日
本
自
動
車
工
業

会
な
ど
自
動
車
関
連
団
体
で
組
織
す
る
自
動
車
税
制
改

革
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
石
油
関
連
団
体
は
９
月
１７
日
、
東
京

・
新
宿
駅
で
ク
ル
マ
や
ガ
ソ
リ
ン
の
税
金
の
負
担
軽
減

を
訴
え
る
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
。

自
動
車
税
制
改
革
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
道
路
特
定
財
源
の

一
般
財
源
化
に
つ
い
て
、
い

ろ
い
ろ
な
問
題
点
を
指
摘
し

て
お
り
「
基
本
的
に
不
公
平

税
制
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

な
ん
と
か
是
正
し
て
ほ
し

い
」
と
、
訴
え
て
い
る
。

税
は
国
民
が
公
平
に
負
担

す
る
の
が
大
原
則
だ
が
、
道

路
特
定
財
源
は
本
来
、
道
路

整
備
が
目
的
の
税
だ
か
ら
、

自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
だ
け
が
負

担
し
て
い
る
。
そ
れ
を
一
般

財
源
化
す
る
訳
だ
か
ら
問
題

を
は
ら
む
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
「
道
路

整
備
の
た
め
の
税
金
は
本

来
、
全
額
道
路
整
備
に
使
う

べ
き
で
、
道
路
整
備
に
使
わ

な
い
分
は
速
や
か
に
減
税

し
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
に
返

す
べ
き
だ
。
国
の
借
金
の
ツ

ケ
を
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
の

み
に
押
し
付
け
る
の
は
不
公

平
」
と
指
摘
す
る
。

暫
定
税
率
の
維
持
も
「
本

来
よ
り
約
２
倍
も
の
税
率
を

維
持
し
た
ま
ま
一

般
財
源
化
す
る
の

は
、
形
を
変
え
た

増
税
に
等
し
い
」

と
し
、「
一
般
財
源

化
に
よ
っ
て
生
じ

る
問
題
に
つ
い
て

国
民
へ
の
説
明
が

不
十
分
。
国
は
国

民
に
し
っ
か
り
説

明
し
て
ほ
し
い
」

と
し
て
い
る
。

自
動
車
税
制
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
石
油
関
連
団
体

「間伐景観を楽しめます」と荒川商工会の

逸見容明事務局長＝秩父市大滝地区

新
宿
駅
前
で
通
行
人
に
自
動
車

税
問
題
を
訴
え
る
ビ
ラ
配
り
を

す
る
Ｊ
Ａ
Ｆ
田
中
会
長
ら

税
制
へ
の
考
え
方

６

ＳＬ客車で外国人観光客らへおしぼり

サービス（写真）と、秩父鉄道を走

るＣ５８＝御花畑駅（写真）

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｍｏｔｏｒｌｉｆｅ．ｊｐ／
自動車税制改革フォーラム

納
税
者
の
声
を
無
視
す
る
な
！
と
訴
え
る
自
動
車
関
連
団
体
首
脳
ら

42008 年（平成 20 年）10 月道 21世紀新聞 Route Press 21st.第 20号

◆
秩
父
路
魅
力
ア
ッ
プ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

と
に
か
く
秩
父
エ
リ
ア
は

広
い
。
埼
玉
県
（
約
３
８
０

０
平
方
㌔
）
の
ほ
ぼ
４
分
の

１
を
占
め
る
。
ほ
ぼ
南
北
に

山
梨
県
へ
通
じ
る
「
秩
父
往

還
」（
国
道
１
４
０
号
）、
東

西
を
長
野
県
佐
久
地
方
と
つ

な
ぐ
同
２
９
９
号
が
走
り
、

「
道
の
駅
」
だ
け
で
も
７
つ

も
点
在
す
る
。

和
同
開
珎
の
銅
産
地
と
い

わ
れ
、
江
戸
時
代
に
平
賀
源

内
も
鉱
山
開
発
で
訪
れ
て
い

る
。
岩
畳
で
有
名
な
長
瀞（
な

が
と
ろ
）
の
景
勝
か
ら
霊
場

３４
ケ
所
な
ど
ま
で
名
所
は
少

な
く
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
を
ど
う
リ
ン
ク
さ
せ
、
活

性
化
へ
つ
な
げ
る
か
は
、
結

構
難
題
ら
し
い
。

そ
の
た
め
官
民
の
知
恵
を

結
集
し
よ
う
と
「
秩
父
路
魅

力
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
」
が
２
０
０
５
年
８
月

に
生
ま
れ
、
現
在
は
「
日
本

風
景
街
道
」
に
登
録
さ
れ
て

い
る
。
埼
玉
大
学
都
市
基
盤

工
学
研
究
室
の
力
も
借
り
、

民
・
学
・
官
が
ス
ク
ラ
ム
を

組
ん
で
活
動
し
て
い
る
。

企
画
や
事
業
は
多
彩
だ
。

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

養
成
や
ハ
イ
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

な
ど
の
ほ
か
、
学
生
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
道
路
脇

の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
枝
打
ち

や
一
部
を
伐
採
し
た
（
０６
年

～
）
。
贄
川
宿
に
近
い
秩
父

市
大
滝
地
区
で
は
間
伐
材
の

丸
太
を
並
べ
、
チ
ッ
プ
に
砕

い
て
敷
き
、
大
血
川
渓
流
を

彩
る
岩
場
の
景
観
を
眺
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
者
に
渡
す
地
域
通
貨
「
ち

ち
ぶ
魅
力
ア
ッ
プ
券
」
（
５

０
０
円
）
や
「
秩
父
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
１
０
０
０
」
コ
イ
ン

（
１
０
０
０
円
の
コ
イ
ン
型

商
品
券
）
を
つ
く
り
、
地
元

の
商
店
街
に
流
通
を
図
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
昨
春
、
秩
父

神
社
で
北
海
道
富
良
野
地
区

を
拠
点
に
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

「
グ
リ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
」
や

日
仏
景
観
会
議
、
大
学
の
研

究
者
を
囲
ん
で
「
五
感
で
感

じ
る
秩
父
路
風
景
づ
く
り
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
自
然
を
生
か
し

た
開
発
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ

た
。同

チ
ー
ム
代
表
の
市
川
均

さ
ん
（
ち
ち
ぶ
ま
ち
づ
く
り

工
房
代
表
理
事
）
は
「
景
観

・
味
・
音
・
香
り
・
ふ
れ
あ

い
の
５
つ
の
観
点
か
ら
秩
父

に
し
か
な
い
宝
物
を
見
つ

け
、
点
か
ら
線
、
さ
ら
に
面

へ
と
広
げ
、
観
光
地
と
し
て

再
構
築
し
て
い
き
た
い
。
ま

ず
は
人
づ
く
り
で
す
」
と
夢

を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

こ
の
建
物
や
塔
、
元
は
空
き

缶
で
す
。
プ
ル
タ
ブ
や
瓶
の
王

冠
、
つ
ま
よ
う
枝
な
ど
を
使
っ

て
宇
宙
船
や
動
物
、
人
物
も
で

き
ま
す
。
廃
物
利
用
の
雑
然
と

し
た
感
じ
が
最
後
に
銅
や
金
色

を
ス
プ
レ
ー
す
る
と
ス
カ
ッ
と

引
き
締
ま
る
。
ア
ー
ト
と
リ
サ

イ
ク
ル
が
響
き
合
う
「
缶
響
造

形
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
子
ど

も
と
一
緒
に
作
る
と
仕
上
げ
で

ウ
オ
ー
と
歓
声
が
上
が
り
ま

す
。
一
瞬
で
生
ま
れ
変
わ
る
の

が
面
白
い
ん
で
す
ね
。

も
う
２０
年
以
上
前
、
飲
み
終

わ
っ
た
缶
ビ
ー
ル
に
ひ
ら
め
き

ま
し
た
。
教
材
に
使
え
な
い
か

と
万
能
バ
サ
ミ
や
ラ
ジ
オ
ペ
ン

チ
、
接
着
剤
で
工
作
し
て
み
た

ら
蒸
気
機
関
車
が
で
き
た
。
中

学
の
美
術
教
員
で
、
生
徒
が
作

る
な
ら
四
角
い
缶
の
建
物
に
電

球
を
仕
込
め
ば
ラ
ン
プ
に
な
る

な
、
と
。
「
こ
ん
な
面
倒
な
の

で
き
ね
え
よ
」
と
か
言
い
な
が

ら
生
徒
は
結
構
真
剣
に
な
る
。

並
べ
る
と
欧
州
風
の
雰
囲
気
で

指
導
者
用
の
教
科
書
に
紹
介
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
の
趣
味
に
な
っ
た
の
は
小

学
校
の
校
長
に
な
っ
て
か
ら
。

時
々
図
工
を
教
え
る
う
ち
、
夢

中
に
な
っ
て
作
っ
た
り
描
い
た

り
す
る
子
ど
も
の
姿
に
ハ
ッ
と

し
ま
し
た
。
絵
描
き
の
自
分
は

絵
に
疲
れ
て
い
る
。
美
術
展
へ

の
出
品
作
も
楽
し
ん
で
描
い
て

は
い
な
い
。
そ
う
気
づ
い
て
無

心
に
空
き
缶
で
造
形
を
始
め
た

ら
ど
ん
ど
ん
凝
っ
て
ハ
マ
っ
て

し
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。

少
年
時
代
か
ら
厚
紙
で
名
古

屋
城
や
タ
ー
ジ
マ
ハ
ー
ル
の
模

型
を
作
る
ほ
ど
図
画
工
作
は
得

意
で
し
た
。
カ
ミ
ソ
リ
の
刃
を

半
分
に
割
っ
た
手
製
の
カ
ッ
タ

ー
と
紙
ヤ
ス
リ
を
学
校
に
持
っ

て
行
き
、
授
業
が
退
屈
だ
と
こ

っ
そ
り
工
作
に
励
む
。
割
り
ば

し
を
削
っ
て
人
物
を
作
る
ん
で

す
。
当
て
ら
れ
た
時
の
用
心
に

た
ま
に
教
科
書
を
丸
暗
記
し
て

お
い
て
先
生
を
驚
か
せ
た
り
。

サ
ー
ビ
ス
精
神
旺
盛
で
し
た
。

中
学
の
担
任
の
先
生
が
家
庭

訪
問
で
私
の
作
品
に
感
心
し
、

教
室
で
個
展
を
開
い
て
く
れ
ま

し
た
。
長
机
に
並
べ
た
絵
や
工

作
、
紙
芝
居
を
み
ん
な
が
「
す

ご
い
ね
」
と
ほ
め
、
ち
ょ
っ
と

し
た
天
才
少
年
の
扱
い
で
し
た

が
、
何
年
か
し
て
東
京
に
出
て

来
た
ら
自
分
よ
り
巧
い
人
が
大

勢
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
は

あ
り
ま
し
た
が
、
諦
め
ず
何
と

か
、
美
術
の
道
を
歩
み
続
け
て

き
ま
し
た
。

私
が
教
員
に
な
っ
た
の
は
２８

歳
。
好
き
な
も
の
が
支
え
に
な

り
、
ち
ゃ
ん
と
思
う
よ
う
な
道

を
歩
ん
で
い
る
か
ら
不
思
議
で

す
。
教
頭
や
校
長
を
し
て
い
た

時
、
校
内
に
空
き
缶
で
作
っ
た

作
品
を
飾
っ
て
い
る
と
子
ど
も

や
先
生
た
ち
と
垣
根
な
く
話
が

で
き
ま
し
た
。
３０
年
も
絵
を
描

い
て
全
然
注
目
さ
れ
な
か
っ
た

の
に
、
空
き
缶
造
形
が
こ
ん
な

に
反
響
を
呼
ぶ
と
は
自
分
で
も

驚
い
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
芸
術
で
は
な
い
と

と
ら
え
る
人
も
多
い
で
す
が
、

そ
う
言
わ
せ
な
い
よ
う
な
良
い

作
品
を
作
り
た
い
。
リ
サ
イ
ク

ル
で
も
こ
こ
ま
で
で
き
る
と
い

う
も
の
を
極
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ト
ヨ
タ
は
ガ
ソ
リ
ン
車
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
燃
料
向
上

に
加
え
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
技
術

を
推
進
し
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に

取
り
組
む

が
、
電
気

利
用
の
促

進
、
バ
イ

オ
燃
料
、

水
素
…
な

ど
、
石
油
に
代
わ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
長
所
、
短
所
が
あ

り
解
決
す
べ
き
課
題
が
多

い
。石

油
を
大
切
に
使
い
続
け

る
技
術
開
発
と
、
石
油
に
代

わ
る
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
「
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の

削
減
」
と
「
大
気
ク
リ
ー
ン

化
」
を
同
時
に
実
現
で
き
る

「
複
数
の
パ
ワ
ー
ト
レ
ー
ン

の
ク
ル
マ
」
の
開
発
。
ト
ヨ

タ
は「
適
時
、
適
地
、
適
車
」

の
考
え
方
で
、
そ
ん
な
ク
ル

マ
を
提
供
し
た
い
、
と
い

う
。研

究
開
発
の
精
神
は
「
よ

り
よ
い
明
日
の
た
め
、
今
で

き
る
こ
と
、
今
す
べ
き
こ
と

に
取
り
組
む
」
。
環
境
先
進

技
術
を
ク
ル
マ
に
結
実
さ

せ
、
選
ば
れ
る
エ
コ
カ
ー
を

提
案
し
よ
う
と
技
術
開
発
を

推
進
。
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
技

術
」
を
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル（
持

続
可
能
な
）
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

コ
ア
技
術
と
位
置
づ
け
、
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
解
決

に
挑
む
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
は
、
減

速
時
に
無
駄
に
捨
て
て
い
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
低
速
走
行
時

の
余
剰
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収

し
、
加
速
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

再
利
用
す
る
な
ど
高
効
率
を

追
及
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
。
デ
ィ

ー
ゼ
ル
や
燃
料
電
池
な
ど
す

べ
て
の
動
力
源
に
適
用
可
能

で
、
燃
費
の
向
上
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
と
排
ガ
ス
削
減
、
高

い
静
粛
性
が
実
現
で
き
る
。

従
来
型
車
の
燃
費
２
倍
を

目
標
に
、
ガ
ソ
リ
ン
と
電
気

で
走
る
世
界
初
の
量
産
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
乗
用
車
「
プ
リ
ウ

ス
」
を
１
９
９
７
年
に
発

売
。
００
年
か
ら
は
北
米
や
欧

州
な
ど
で
普
及
に
努
め
、
搭

載
車
種
を
拡
大
。
今
世
界
の

４０
以
上
の
国
と
地
域
で
発
売

し
て
い
る
。
０５
年
か
ら
中

国
、
０６
年
か
ら
は
米
国
で
も

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
生
産
。

今
後
、
タ
イ
と
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
生
産
す
る
他
、
米
国

で
新
た
に
プ
リ
ウ
ス
生
産
工

場
が
稼
働
開

始
す
る
。

今

年

５

月
、
ト
ヨ
タ

の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車
は
全

世
界
累
計
販
売
台
数
が
１
５

０
万
台
に
達
し
た
。
登
場
か

ら
１１
年
。
約
２
７
０
万
㌔
㍑

の
ガ
ソ
リ
ン
消
費
抑
制
と
約

７
０
０
万
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
抑
制
に
効
果
が
あ
っ
た
、

と
試
算
す
る
。

エ
コ
カ
ー
の
未
来
像
は
｜

｜
。
電
気
を
利
用
す
る
ク
ル

マ
は
、
再
生
可
能
な
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
を
利

用
し
た
場
合
、
最
も
Ｃ
Ｏ
２

削
減
効
果
が
あ
る
。
プ
ラ
グ

イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
に
、

太
陽
光
発
電
の
電
気
を
充
電

し
、
セ
ル
ロ
ー
ス
エ
タ
ノ
ー

ル
の
よ
う
な
次
世
代
バ
イ
オ

燃
料
を
使
え
ば
、
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
は
ゼ
ロ
と
な
る
。
こ
う

し
た
「
バ
イ
オ
燃
料
Ｐ
Ｈ

Ｖ
」
を
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

・
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
有
力
候
補

と
考
え
、
研
究
開
発
を
進
め

て
い
く
、
と
い
う
。

地
球
温
暖
化
の
進
行
で
Ｃ
Ｏ
２

削
減
が
社
会
的
に
大

き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
自
動
車
は
走
行
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
ほ
と
ん
ど
が
石
油
。
世
界
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
の

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
２０
％
は
運
輸
が
占
め
る
。
「
原
油
価

格
高
騰
」
「
資
源
枯
渇
へ
の
不
安
」
の
中
で
「
社
会
・

地
球
の
持
続
可
能
な
発
展
」
を
実
現
す
る
に
は
、
環
境

保
全
と
経
済
成
長
の
両
立
が
必
要
だ
。
「
豊
か
な
社
会

づ
く
り
へ
の
貢
献
」
を
掲
げ
る
ト
ヨ
タ
は
、
そ
の
鍵
を

握
る
最
先
端
の
環
境
技
術
の
普
及
を
目
指
す
。

贄川宿保存会のメンバーたち

＝ギャラリーの縁側で

２

私の道

無
心
に
空
き
缶
造
形
、再
利
用
の
極
み
を

つ
だ
・
の
ぼ
る

１
９
４
７
年
北
海
道
生
ま
れ
。
本
名
津
田
曻
。
東
京
造
形
大
学
卒
業
後
、
千

葉
県
内
の
公
立
中
学
教
員
に
。
在
職
中
に
上
越
教
育
大
学
大
学
院
を
修
了
。
０７
年
に
船
橋
市
の
小

学
校
校
長
を
退
職
し
、
現
在
は
母
校
の
造
形
大
と
千
葉
日
大
第
一
小
学
校
、
毎
日
文
化
セ
ン
タ
ー

で
講
師
を
務
め
る
。
東
京
展
賞
、
千
葉
県
立
美
術
館
館
長
賞
な
ど
を
受
賞
。
年
末
に
東
京
・
銀
座

の
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｇ
Ｋ
」
で
二
人
展
の
開
催
を
予
定
（
１２
月
８
～
１４
日
）
し
て
い
る
。

空
き
缶
造
形
作
家

津
田
の
ぼ
る
さ
ん
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地
震
列
島
日
本
。
阪
神
淡

路
大
震
災
以
後
も
日
本
各
地

で
大
地
震
が
相
次
ぐ
。
そ
の

度
に
人
命
が
犠
牲
に
な
り
、

が
け
崩
れ
や
道
路
崩
壊
、
橋

の
崩
落
な
ど
大
被
害
が
生
活

を
襲
う
。
道
の
駅
も
災
害
復

旧
の
前
線
基
地
に
な
る
な
ど

「
防
災
拠
点
」
と
し
て
の
役

割
が
注
目
さ
れ
る
。
日
本
の

国
土
の
特
性
を
考
え
た
。

フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
は
円
形

に
近
い
国
土
で
、
パ
リ
や
ベ

ル
リ
ン
か
ら
全
方
位
へ
一
斉

に
道
を
伸
ば
せ
ば
、
国
の
基

盤
道
路
網
は
出
来
る
。

日
本
列
島
は
極
め
て
細
長

く
、
地
域
同
士
を
結
ぶ
に
は

長
い
道
路
や
鉄
道
が
必
要
。

短
く
て
急
な
流
れ
の
河
川
が

無
数
に
あ
り
多
く
の
橋
が
不

可
欠
。
列
島
中
央
に
は
高
い

脊
梁
山
脈
が
連
な
り
、
太
平

洋
側
と
日
本
海
側
を
結
ぶ
道

路
を
造
る
に
は
長
い
ト
ン
ネ

ル
も
多
数
必
要
だ
。

日
本
で
道
路
網
を
建
設
し

維
持
す
る
の
は
、
他
の
国
よ

り
ず
っ
と
苦
労
が
多
く
、
コ

ス
ト
が
か
か
る
。

日
本
の
大
部
分

軟
弱
地

盤

に

欧
州
の
大
都
市
は
、
ま
ず

軟
弱
地
盤
の
上
に
は
築
か
れ

て
い
な
い
。
氷
河
の
退
行
で

表
土
が
削
ら
れ
て
で
き
た
洪

積
平
野
の
上
に
立
地
し
、
地

盤
は
極
め
て
強
固
。
日
本
の

大
都
市
の
多
く
は
、
脊
梁
山

脈
か
ら
急
流
が
一
気
に
海
へ

流
れ
込
む
沖
積
平
野
（
軟
弱

地
盤
）
に
位
置
す
る
。

地
球
表
面
の
地
盤
は
幾
つ

か
の
プ
レ
ー
ト
に
分
か
れ
、

多
く
の
地
震
は
プ
レ
ー
ト
同

士
が
ぶ
つ
か
る
境
界
で
起
こ

る
。
プ
レ
ー
ト
は
常
に
少
し

ず
つ
移
動
し
、
一
方
の
プ
レ

ー
ト
に
も
う
一
方
が
潜
り
込

ん
で
歪
む
と
地
面
が
揺
れ

る
。
日
本
は
北
米
プ
レ
ー

ト
、
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
、
ユ

ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
の
４
つ

が
ぶ
つ
か
る
境
界
上
に
あ

る
。

高
速
道
路

橋
脚
に
差

日
本
の
国
土
面
積
は
全
世

界
の
陸
地
面
積
の
０
・
２５
％

程
度
な
の
に
、
世
界
中
の
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
４
以

上
の
地
震
の
約
１０
％
、
Ｍ
６

以
上
で
は
約
２０
％
が
集
中
し

て
発
生
し
て
い
る
。
だ
か
ら

日
本
で
構
造
物
を
造
る
場

合
、
い
つ
地
面
が
揺
れ
る
か

も
し
れ
な
い
と
想
定
し
て
進

め
ざ
る
を
得
な
い
。

構
造
物
を
設
計
す
る
際
の

水
平
震
度
を
み
る
と
、
日
本

で
は
全
国
で
地
震
力
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
り
、
水
平
震

度
は
平
均
で
０
・
２２
だ
。

ド
イ
ツ
は
全
土
で
地
震
力

を
考
慮
し
な
く
て
い
い
。
パ

リ
で
も
地
震
力
を
考
え
る
必

要
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
全
土

で
は
、
考
慮
す
べ
き
水
平
震

度
は
平
均
０
・
０３
、
米
国
全

土
で
平
均
０
・
０８
だ
。

パ
リ
郊
外
の
高
架
道
路
は

橋
脚
が
細
く
す
ら
り
と
し
て

い
る
。
日
本
の
高
架
道
路
の

橋
脚
は
ず
い
ぶ
ん
太
い
。
外

国
が
デ
ザ
イ
ン
的
に
洗
練
さ

れ
て
い
る
と
い
う
問
題
で
は

な
く
、
国
土
の
特
徴
が
要
請

す
る
必
然
の
形
で
あ
る
。

河
川
流
域
面
積
が

圧
倒
的
に
狭
い
日
本

日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
一
級

河
川
の
流
域
面
積
を
比
べ
る

と
、
ロ
ワ
ー
ル
川
流
域
１１
万

５
０
０
０
平
方
㌔
に
対
し
、

日
本
の
一
級
河
川
の
流
域
面

積
の
総
平
均
は
２
３
０
０
平

方
㌔
程
度
。
日
本
は
一
つ
の

河
川
が
一
降
雨
の
エ
リ
ア
に

入
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
大
雨

時
に
は
と
ん
で
も
な
い
流
量

に
な
る
。
ロ
ワ
ー
ル
川
で

は
、
こ
こ
は
降
っ
て
い
て
も

他
は
降
っ
て
い
な
い
こ
と
が

あ
り
、
極
端
な
流
量
ピ
ー
ク

は
出
現
し
な
い
。

日
本
の
国
土
は
こ
う
し
た

厳
し
い
特
徴
が
あ
る
。
私
た

ち
は
、
欧
米
と
は
異
な
る
大

変
な
国
土
・
自
然
と
対
峙
し

て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
全

て
の
営
み
を
構
想
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

「
観
光
立
国
」
政
策
を
総

合
的
、
計
画
的
に
推
進
す
る

「
観
光
庁
」
が
１０
月
１
日
、

国
土
交
通
省
に
設
置
さ
れ

た
。
外
国
人
観
光
客
来
訪
促

進
の
ほ
か
「
道
の
駅
」
な
ど

国
内
の
地
域
交
流
に
も
期
待

が
集
ま
る
。

観
光
立
国
政
策
は
２
０

０
３
年
、
当
時
の
小
泉
首
相

が
「
２
０
１
０
年
ま
で
に
訪

日
外
国
人
旅
行
客
を
倍
増

さ
せ
た
い
」
と
宣
言
し
た

の
を
受
け
０４
年
、
「
ビ
ジ
ッ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。０６

年
、
観
光
立
国
推
進
基

本
法
が
成
立
、
０７
年
、
訪
日

外
国
人
１
０
０
０
万
人
達
成

な
ど
を
め
ざ
す
観
光
立
国
推

進
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
２
０
１
０
年
ま
で
の
目

標
「
外
国
人
旅
行
客
１
０
０

０
万
人
（
０７
年
８
３
５
万

人
）
へ
」
の
ほ
か
「
国
内
旅

行
消
費
額
を
３０
億
円
（
０５
年

度
２４
・
４
億
円
）」「
一
人
当

た
り
年
間
平
均
宿
泊
数
を
４

泊
（
０６
年
２
・
７
泊
）」
に
、

な
ど
国
内
旅
行
充
実
も
掲
げ

る
。観

光
立
国
実
現
に
は
「
住

ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の

国
づ
く
り
」
を
展
開
し
、
大

き
な
経
済
効
果
（
０６
年
度
の

国
内
旅
行
消
費
額
２３
・
５
億

円
、
生
産
波
及
効
果
５２
・
９

億
円
、
雇
用
誘
発
効
果
４
４

２
万
人
）
を
全
国
に
及
ぼ
す

こ
と
が
重
要
。

観
光
庁
は
７
月
施
行
の
観

光
圏
整
備
法
を
活
用
、
複
数

の
地
域
が
連
携
し
て
魅
力
あ

る
地
域
資
源
を
揃
え
た
「
観

光
圏
」
を
創
り
、
訪
問
客
の

滞
在
日
数
を
増
や
す
よ
う
呼

び
か
け
、
交
付
金
、補
助
金
、

規
制
緩
和
な
ど
で
支
援
す

る
。エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ヘ
ル

ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
ニ

ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
創
出
、

地
域
土
産
品
開
発
、
観
光
事

業
経
験
豊
か
な
民
間
人
を

「
観
光
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
」
に
養
成
し
地
方
公
共
団

体
に
派
遣
、
な
ど
新
施
策
を

実
践
、
実
証
実
験
を
進
め

る
。観

光
庁
設
置
は
長
官
を
ト

ッ
プ
と
す
る
２
参
事
官
、
６

課
１
０
３
人
体
制
。
要
員
は

国
交
省
内
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

＆
ビ
ル
ド
で
、
外
務
、
経
済

産
業
、
文
部
科
学
な
ど
、
観

光
関
連
施
策
を
担
当
す
る
省

庁
間
の
総
合
調
整
も
受
け
持

つ
。諸

外
国
の
多
く
は
観
光
担

当
政
府
機
関
が
あ
る
が
、
わ

が
国
は
土
光
臨
調
に
よ
る

「
１
省
１
局
削
減
」
で
旧
運

輸
省
（
現
国
交
省
）
観
光
局

を
廃
止
、
そ
の
後
、
変
遷
を

経
て
、
観
光
庁
発
足
の
直
前

に
は
、
国
土
交
通
省
内
に
局

長
級
の
総
合
観
光
政
策
審
議

官
以
下
６
課
７９
人
体
制
に
な

っ
て
い
た
。

「
道
の
駅
」
の
文
字
を
、

自
由
に
書
き
ま
せ
ん
か
―

―
。
社
団
法
人
全
日
本
書
道

教
育
協
会
（
高
木
厚
人
会

長
）
は
、
道
２１
世
紀
新
聞
と

共
同
で
、
読
者
か
ら
「
道
の

駅
」
の
書
を
募
集
す
る
。

漢
字
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ

カ
ナ
な
ど
墨
で
書
い
て
あ
れ

ば
、
半
紙
は
も
ち
ろ
ん
ハ
ガ

キ
や
包
装
紙
な
ど
自
由
で
、

木
や
石
な
ど
身
の
回
り
に
あ

る
物
に
書
い
て
も
よ
い
。

同
協
会
は
１
９
３
１
年
発

足
、
６０
年
に
社
団
法
人
の
認

可
を
受
け
た
伝
統
あ
る
書
道

団
体
。
優
秀
作
品
は
、
本
紙

上
で
発
表
し
、
道
の
駅
で
の

巡
回
展
も
予
定
。
同
協
会
は

「
紙
が
無
い
時
代
、
身
の
回

り
の
木
や
皿
の
裏
な
ど
に
書

い
た
。
上
手
と
か
下
手
で
な

く
、
心
情
を
表
す
行
為
が
書

く
こ
と
だ
っ
た
。
楽
し
い
、

ユ
ニ
ー
ク
な
、
面
白
い
作
品

を
期
待
す
る
」
と
い
う
。

応
募
状
況
は
９
月
末
締
切

で
、
学
校
応
募

１
件
８９
点

（
半
紙
）
、
・
郵
送
分

７

件
１１
点
。

【
募
集
要
項
】

▽
課
題
∥
「
道
の
駅
」漢
字
、

ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
な
ど

墨
を
使
っ
て
書
く
。

▽
大
き
さ
∥
書
道
用
半
紙
大

ま
で
。
紙
以
外
の
木
片
、石
、

葉
っ
ぱ
な
ど
の
場
合
、
大
き

さ
は
規
定
し
な
い
が
、
必
ず

写
真
を
送
る
。
（
作
品
１
点

に
つ
き
写
真
１
枚
）

▽
締
め
切
り
∥
１１
月
３０
日
着

ま
で
。

▽
宛
先
∥
〒
１
６
９
―
０
０

７
３

東
京
都
新
宿
区
百
人
町
１
―

１９
―
１３
浅
川
ビ
ル
５
階

（
社
）全
日
本
書
道
教
育
協
会

「
道
の
駅
」
係
。

▽
問
い
合
わ
せ
∥
同
協
会
☎

０３
・
３
３
６
１
・
２
２
２
１

筑
波
大
学
附
属
坂
戸
高
校

で
の
、
取
り
組
み
を
紹
介
し

た
い
。
書
道
を
選
択
す
る
高

校
１
年
生
３８
人
が
、
漢
字
仮

名
交
じ
り
の
書
の
学
習
の
一

環
と
し
て
「
道
の
駅
」
と
い

う
言
葉
を
書
い
た
。
ま
ず
道

の
駅
を
知
っ
て
い
る
か
と
い

う
問
い
か
け
に
約
８
割
が
知

っ
て
い
る
と
答
え
た
。
「
え
、

何
？
」
と
い
う
生
徒
に
対
し

て
は
、
「
地
元
の
野
菜
を
売

っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
よ
。
」

「
お
土
産
買
う
と
こ
ろ
。
」

と
い
っ
た
言
葉
が
飛
び
交

う
。
で
は
「
道
の
駅
」
と
書

い
て
み
よ
う
と
い
う
と
、
少

し
と
ま
ど
っ
た
よ
う
す
だ
っ

た
が
、
楽
し
く
自
由
に
表
現

し
よ
う
と
い
う
と
、
面
白
が

っ
て
取
り
組
み
始
め
た
。
紙

を
し
わ
く
ち
ゃ
に
し
た
り
、

破
っ
た
り
、
ロ
ー
マ
字
で
書

い
て
み
た
り
と
発
想
が
豊
か

だ
。
わ
ず
か
３
文
字
に
生
徒

の
個
性
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

ど
の
作
品
に
も
ぬ
く
も
り
が

感
じ
ら
れ
、
見
て
い
て
飽
き

な
い
。
こ
の
取
り
組
み
で
、

生
徒
は
書
が
と
て
も
身
近
に

感
じ
ら
れ
た
よ
う
だ
。
こ
の

よ
う
な
経
験
を
と
う
し
て
、

自
分
た
ち
の
く
ら
し
の
中

に
、
手
書
き
文
字
の
あ
た
た

か
さ
を
取
り
込
ん
で
い
っ
て

ほ
し
い
。

（
書
道
講
師

玉
手
い
づ
み
）

地震、その後

全日本書道教育協会が募集

外
国
人
旅
行
客
１
０
０
０
万
人
目
標

観
光
庁
が
発
足

１０
月
１
日

全国平均水平震度＝０

※グレーの部分＝地震力を考慮する地域

資
料：

国
士
技
術
政
策
総
合
研
究
所

道
路
研
究
部
長

佐
藤
浩
氏
（
提
供
）

わ

ず

か

３

文

字

に

生
徒
の
個
性
あ
ふ
れ
る

全国平均水平震度＝０．２２

全国平均水平震度＝０．０８

全国平均水平震度＝０．０３

観光庁の名が刻まれた国土交通省石碑

の除幕式で、握手を交わす本保芳明観

光庁初代長官（左）と金子国交相

シャルル・ド・ゴール空港の

アクセス道路の橋脚

阪神高速道路の橋脚

川
副
麻
由
さ
ん
の
書

小
野
愛
理
さ
ん
の
書

高
野
友
香
里
さ
ん
の
書
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ガ
ソ
リ
ン
高
騰
で
お
盆
帰

省
な
ど
自
動
車
利
用
が
減
少

す
る
中
、
７
月
５
日
に
開
通

し
た
岐
阜
県
の
東
海
北
陸
自

動
車
道
・
飛
騨
清
見
～
白
川

郷
間
は
、
８
月
末
ま
で
１
日

平
均
１
万
～
１
万
３
０
０
０

台
の
通
行
が
集
中
。
本
州
横

断
の
全
線
走
行
が
可
能
に
な

り
、
周
辺
７
カ
所
の
Ｉ
Ｃ
と

東
海
、
北
陸
地
方
を
結
ぶ
交

通
は
、
昨
年
よ
り
同
２
０
０

０
～
３
０
０
０
台
増
え
、
記

念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
効
果
も

あ
っ
て
一
般
道
の
「
道
の

駅
」
な
ど
は
利
用
客
が
昨
夏

よ
り
増
え
た
。

同
県
周
辺
の
主
な
「
道
の

駅
」
の
今
夏
の
利
用
状
況
を

駅
長
さ
ん
ら
に
取
材
し
た
結

果
、
ガ
ソ
リ
ン
高
の
影
響
を

尻
目
に
、
同
自
動
車
道
全
通

の
恩
恵
を
受
け
た
道
の
駅
で

は
利
用
客
の
増
加
が
確
認
さ

れ
た
。

関
連
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
う
ち
、
「
新
し
い
ク
ル
マ

の
旅
を
進
め
よ
う
」
と
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
（
中
日
本
高

速
道
路
会
社
）
や
自
動
車
メ

ー
カ
ー
、
大
手
旅
行
会
社
が

連
携
、
同
県
内
で
６
～
８
月

に
実
施
し

た

「
う
ご
く
！
岐

阜
〈
生
〉
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

」

は
、
高
速
道
路

外
に
も
効
果
が

波
及
し
、
注
目

さ
れ
た
。
３６
の

テ
ー
マ
別
コ
ー

ス
を
参
加
者
が

選
び
、
伝
統
や

郷
土
の
味
、
芸

能
、
自
然
環
境

な
ど
「
生
」
の

旅
の
魅
力
を
た

ど
る
趣
向
。
「
定
番
観
光
が

望
め
な
い
地
域
の
活
性
化
に

役
立
っ
た
」
と
、
観
光
関
係

者
ら
は
声
を
揃
え
た
。

同
県
観
光
課
は
「
普
段

か
ら
客
が
多
く
、
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
に
も
参
加
し
た
５０
カ
所

（
う
ち
道
の
駅
１５
カ
所
）
を

調
べ
た
が
、
大
部
分
が
昨
夏

を
上
回
る
活
気
。
他
は
ガ
ソ

リ
ン
高
で
不
振
だ
っ
た
の
で

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
効
果
だ
」

と
、
話
し
て
い
る
。

同
県
土
岐
市
の
道
の
駅

「
土
岐
美
濃
焼
街
道
ど
ん
ぶ

り
会
館
」
の
成
橋
文
美
子
事

務
長
も
「
美
濃
焼
き
づ
く
り

を
体
験
で
き
る
当
駅
と
、
付

近
の
窯
元
巡
り
を
組
み
合
わ

せ
た
『
器
を
探
す
た
び
』
コ

ー
ス
は
家
族
連
れ
に
受
け

た
。
独
自
の
創
業
１０
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
売
り

上
げ
は
昨
年
よ
り
多
い
」
と

い
う
。

近
隣「
道
の
駅
」の
声
は
…

長
野
県
木
曽
町
「
日
義
木

曽
駒
高
原
」
の
水
崎
直
美
駅

長
は
「
お
盆
は
昨
年
よ
り
１

割
増
え
た
。
県
観
光
部
が
今

年
、
道
の
駅
を
観
光
拠
点
に

し
た
い
と
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
顔
を
出
し
指
導
し
て
く
れ

た
」。富

山
県
南
砺
市
「
た
い

ら
」
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
担

当
、
市
職
員
の
山
本
む
つ
子

さ
ん
は
「
全
通
で
近
く
に
五

箇
山
Ｉ
Ｃ
が
で
き
大
幅
に
客

が
増
え
た
。
集
中
豪
雨
の
土

砂
崩
れ
で
国
道
１
５
６
号
が

通
行
止
め
、
８
月
も
富
山
、

高
岡
方
面
の
客
が
止
ま
っ
た

が
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
本
社
が
企
画
し

た
外
国
人
向
け
バ
ス
ツ
ア
ー

が
岐
阜
側
か
ら
毎
月
数
本
入

る
よ
う
に
な
っ
た
」と
い
う
。

同
市
「
上
平
」
で
も
、
広

島
久
也
駅
長
が
「
全
通
に
よ

る
と
思
わ
れ
る
客
が
昨
年
よ

り
２
～
３
割
多
い
。
平
日
で

も
土
、
日
曜
日
と
同
じ
賑
わ

い
」
と
言
い
、
氷
見
市
「
氷

見
」
の
営
業
部
長
、
堀
川
俊

幸
さ
ん
も
「
７
月
は
昨
年
の

４
万
９
０
０
人
か
ら
今
年
は

６
万
３
８
０
０
人
に
増
え

た
。
昨
春
、
能
越
自
動
車
道

の
氷
見
Ｉ
Ｃ
が
で
き
、
連
絡

す
る
今
回
の
全
通
で
中
京
、

東
海
地
方
な
ど
の
客
が
来

る
」
と
話
す
。

黒
部
市
「
う
な
づ
き
」
の

新
保
幸
夫
駅
長
も
「
７
月
は

昨
年
比
１
１
４
％
、
８
月
１

１
２
％
。
黒
四
ダ
ム
、
宇
奈

月
温
泉
へ
の
入
り
口
と
い
う

好
立
地
の
ほ
か
大
手
旅
行
会

社
と
連
携
し
て
バ
ス
ツ
ア
ー

に
昼
食
を
提
供
す
る
コ
ー
ス

を
何
本
も
企
画
・
実
現
。
営

業
努
力
が
実
っ
た
」
と
自
負

す
る
。

国
土
交
通
省
は
８
月
８

日
、
「
道
の
駅
」
の
追
加
登

録
５
件
を
発
表
し
た
。
群
馬

県
吾
妻
郡
中
之
条
町
の
「
霊

山
た
け
や
ま
」、徳
島
県
三
好

市
山
城
町
の「
大
歩
危（
お
お

ぼ
け
）
」
、
新
潟
県
上
越
市
名

立
区
名
立
大
町
の
「
う
み
て

ら
す
名
立
（
な
だ
ち
）
」
な
ど

で
、
全
国
の
登
録
道
の
駅
は

合
計
８
８
５
駅
と
な
っ
た
。

●旭川から函館本線、留萌線で約６０分

●深川から留萌本線で約１５分

●留萌から留萌本線で約約４０分

●札幌から函館本線で約７０分

●旭川から国道２３３号で約６０分

●深川から国道２３３号で約２０分

●留萌から国道２３３号で約４０分

●札幌から国道２７５号で約１２０分

（道央自動車道利用で９０分）

�

東海北陸自動車道開通式

沼田町

道
の
駅
全
国
で
８
８
５
駅
に

自
動
車
で

Ｊ

Ｒ

で

製造元 沼田町農産加工場
☎（０１６４）３５-１２０６へどうぞ
北海道雨竜郡沼田町西町６番２８号

http://www.nousan-numata-hokkaido.jp/

澄み渡った北海道の大地が育んだ

平成２０年８月８日

お問い合わせ

北海道雨竜郡沼田町南１条３丁目
☎（０１６４）３５-２３１６

加盟店
吉住商店㈱ ☎（０１６４）３５-２３１６
㈱久保商店 ☎（０１６４）３５-２０２４
ＪＡ北いぶき沼田支所 ☎（０１６４）３５-１３１１
㈱小泉商店 ☎（０１６４）３５-２０５２
ほろしん温泉ほたる館 ☎（０１６４）３５-１１８８

平成２０年「道の駅」追加登録

沼田町雪中米ファンクラブ

限定

お問い合わせ

西田町長

北海道

沼田町
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世界遺産の島、宮島（厳島）の歴史や厳島神社ゆかりの

品々など宮島全般の知識を問う検定。

１００点満点でプラチナ、９０点台

でゴールド、８０点台でシルバー、

７０点台でブロンズの認定証が発行

される。しかし過去２回の検定で

プラチナ獲得者はたった１人。第

２回のプラチナ・ゴールド認定者

は特典として、屋形船に乗っての

七浦めぐりに招待された。第３回

は１１月３０日。申し込み受け付けは

１０月３１日まで。

検定料は一般２８００円、短大・大

学・専門学校生１０００円、高校生以

下７００円。公式テキスト「宮島本」（２０００円）＝写真＝も販

売されている。問い合わせは廿日市商工会議所☎０８２９・２０・

００２１。（山陽道大竹ＩＣからＲ１８６）

❶なとわ・えさん

❷なかせん

❸那須高原友愛の森

❹新潟ふるさと村

❺八王子滝山

❻富士

❼あいの土山

❽てんきてんき丹後

❾スパ羅漢

❿今治湯ノ浦温泉

大和

佐賀関

全国を見渡せば、名産品や郷土文化、自然など地域

色豊かな「ご当地検定」が花盛りだ。世をあげての検

定ブーム。ルートプレス２１編集部も、道の駅のさまざ

まな知識を問う「道の駅検定」の立ち上げに向けて準

備を始めた（本紙１６面参照）。そこで今回は、道の駅

から訪ねる〝ご当地おもしろ検定〟を特集する。

（小見出しは、検定

の名称、所在市町村、

最寄りの道の駅、駅の

電話番号の順。文末の

カッコ内は、高速道路

ＩＣから道の駅に至る

主なルート）

甲賀市甲南町は甲賀流忍術発祥の地で、甲賀武士五十三

家の筆頭、望月出雲守の旧居が忍術屋敷として公開されて

いる＝写真。今年３月に第１回検定が行われた。

忍者が関係した歴史的出来事のほか、忍者関連の小説、

漫画、アニメの知識を問う検定で８４人が受検し、６０点以上

獲得の４６人が合格した。高得点者には食事会やヘリコプタ

ーでの空中遊覧などの

特典があった。

受検料は大人５００

円、中学生以下３００円。

第２回は来年３月の予

定。問い合わせは甲南

町観光協会☎０７４８・６０・

２６９０。（東名阪道亀山

ＩＣからＲ１）

年間に５００万人近くの観光客が訪れる那須高原の魅力を

知ってもらおうと昨年誕生した。

歴史、文化を含め多様な側面から出題される。３級の試

験のみを実施した昨年は７７４人中７４９人が合格。今年は２級

の試験が初実施される。合格者にはゴヨウツツジをデザイ

ンしたピンバッジを贈呈。これを着用していれば、協賛の

各施設で割引などが受けられる。

１級合格者は「マイスター」に認定され、講演会などで

の活動が予定されている。試験日は来年３月１日、申込受

付は１１月１日～１月２３日、主催は那須観光協会☎０２８７・７６・

２６１９。（東北道那須ＩＣから那須高原線）

「山頂の気温は何度？」「最初に登った人は誰？」など、

富士山に関するあらゆる知識を出題し、富士山通の度合い

を認定する試験。０６

年にスタートし、今

年３回目。

検定を通じて富士

山への関心を高め、

世界遺産登録を目指

している。１～３級

に分かれ、３級は地

元の静岡新聞、山梨

日日新聞に３回に分けて掲載した問題について郵送で応募

する。合格者は２級への受検資格が得られる。２級からは

会場検定＝写真＝となる。

受検料は２級３０００円、１級５０００円。公式テキスト（２１００

円）も販売されている。問い合わせは富士商工会議所富士

山検定係☎０５４５・５２・０９９５。（東名道富士ＩＣからＲ１）

函館歴史文化観光検定に続き、今年誕生したご当地検

定。函館の代表的な水産物であるイカの生産・流通・加工

・販売・調理法な

どを試す。

受検は、イカの

生態や漁獲方法、

加工・調理法のほ

か、解剖や調理の

実習まである養成

講習会＝写真＝受

講とセット。講習

の成果か、第１回の受検者１８１人中１６８人が合格した。合格

者は、大日本水産会の認定も受ける。

受講・受検料５０００円。第２回試験の申し込みは函館商工

会議所☎０１３８・２３・１１８１まで。１０月３１日締切、養成講習会は

１１月２２～２４日、試験は１次１２月７日、２次１月１８日の日程。

（道央道国縫ＩＣからＲ２７８）

今治市はシェア６０％を占める日本一のタオルの街。消費

者のタオル選びを手伝うアドバイザーの育成を目指して昨

年９月に誕生したのが、世界初のタオル・ソムリエ資格試

験だ。

出題内容はタオルの歴史、文化、技術、顧客サービスな

ど多岐にわたり、プロ志向の本格派。過去２回の試験で約

５００人の受検があり、３３８人が合格している。

第３回の検定は９月２５日に実施されたばかり。受検料は

１万２６００円で、テキスト「タオル読本」とセット。問い合

わせは今治商工会議所☎０８９８・２３・３９３９。（今治小松道今治

湯ノ浦からＲ１９６））

うん ちく

酒どころ新潟県が生んだ、新潟の酒に関する蘊蓄を知っ

て楽しむ検定。製造方法、品質管理、

おいしい飲み方などの日本酒の基礎

知識と歴史、米、水、技などのジャ

ンルから出題する。

第１回は、今年３月に３級相当の

「銅の達人」を実施し、約１４００人の

受検者の９割が合格したという。第

２回は来年３月実施予定。２級相当

の「銀の達人」が同時実施される。

受検資格は２０歳以上の男女。受検

料は３１５０円。公式テキストブック（１６８０円）＝写真＝を購

入して対策を。問い合わせは新潟県酒造組合内の検定事務

局☎０２５・２２９・１２１８。（北陸道新潟西ＩＣからＲ８）

京都府の北部、丹後半島一帯は古代、丹後王国の勢力圏

にあり、江戸時代には北前船の回航で栄えた。この地の歴

史・文化・自然・観光に関する知識を問う検定試験。

観光振興を目的としていることから、観光業関係者の受

検が多いが、昨年の第１回試験では福岡県からの受検者も

あった。１００

人が受検し、

７５人が合格、

「丹後観光口

コミ大使」に

任命された。

第２回は１０月

１９日。

受検料１０００

円。公式テキスト本（１５００円）が販売されるほか、２回に

わたりセミナーも実施される。問い合わせは京都府丹後振

興局商工観光室内「丹後広域キャンペーン事務局」☎０７７２

・６２・４３０４。（京都縦貫道宮津天橋立ＩＣからＲ１７８）

古くから野生のニホンザルの生

息地として知られる高崎山にあ

り、サルを餌付けしている高崎山

自然動物園。同動物園が考案した

検定試験だ。

１００点満点中、１００点を高崎山サ

ル博士、９０点台をサル修士、８０点

台をサル学士、７０点台をサル研究

家、６０点台をサル愛好家として認

定するが、「寄せ場」でサルの顔

を覚えて、写真から選び実地試験

が難問で、過去２回の実施でもサ

ル修士以上は誕生していない。このためランク緩和も検討

しているとか。

第３回は１２月７日実施。１１月中旬に参加者を募集する。

受検料は無料だが、動物園の入園料がかかる。問い合わせ

は同動物園☎０９７・５３２・５０１０。（大分道大分宮川内ＩＣから

Ｒ１９７）

大仙市大曲の雄物川河川敷は、毎年８月の第４土曜日に

日本中の花火師が集まり全国

花火競技大会＝写真＝を開催

する地として有名。この地で

花火を愛する有志が集う「Ｎ

ＰＯ大曲花火倶楽部」が、「き

れい、楽しいだけじゃなく、

学術的に花火鑑賞を究めよ

う」と始めた認定試験。

試験は花火の製造方法や打

ち上げ方法、鑑賞のポイントなどで、講習とのセット。花

火の映像を見て、その花火に盛り込まれた技術（「玉名」

という）を当てる実技試験もある。

過去５回の合格者は北海道から長崎まで約３００人。今年

は１０月１１日に実施。問い合わせは同ＮＰＯ事務局☎０１８７・６２

・６８８７。（秋田道大曲ＩＣからＲ１０５）

江戸時代の長崎街道は砂糖の輸入街道。そこからシュガ

ーロードの名が生まれ、佐賀にお菓子の文化が根付いた。

長崎街道の歴史や文化の知識を深めてもらおうと０５年にス

タート。

筆記試験と合わせて、練りきりや最中などの和菓子を作

る実技試験があるのが特徴。とはいえ、実技には和菓子職

人の講習つきで、素人でも楽しく「受検」できる。受検資

格は不問で、過去４回で約４００人が受検した。

受検料は１０００円。毎回新趣向を盛り込み、今年の検定で

は長崎街道を説明を聞きながら散策しながらの試験となっ

た。次回は来年２、３月ごろ実施予定。問い合わせは検定

事務局☎０９５２・７４・４０１５。（長崎道佐賀大和ＩＣからＲ２６３）

首都圏のベッドタウンとして発達した東京都多摩地域３０

市町村の歴史・文化・産業などの知識を問う検定で、「タ

マケン」と通称されている。

第１回は１０月２６日、３級の試験を実施する。マークシー

ト式の１００門で正解率７０％以上で合格。合格者は、多摩・

武蔵野地域の大学図書館の利用や美術館、博物館などの入

園割引サービスが受けられる。

受検準備用に公式テキストのほか、受検直前講座が多摩

地域の大学で実施される。来年は２級の試験も計画されて

いる。問い合わせは検定事務局☎０４２・５２４・９５７７。（中央道

八王子ＩＣから新滝山街道）

佐賀関 ☎０９７・５７６・０１２１

大分市

❸

❷

❺

❶

❻

❹

❼

高崎山サル博士検定

❽

❿
❾



１２

スパ羅漢 ☎０８２９・７２・２２２１

今治湯ノ浦温泉 ☎０８９８・４７・０９９０

大和 ☎０９５２・６４・２２９６

広島県廿日市市

愛媛県今治市

佐賀市

タオル・ソムリエ検定

シュガーロード検定

宮島検定９

１０

１１

てんきてんき丹後 ☎０７７２・７５・２５２５

あいの土山 ☎０７４８・６６・１２４４

京都府丹後市

滋賀県甲賀市

日本三景の一つ松島に似ている丹後松島

北京都丹後ふるさと検定

忍者検定

８

７

富士 ☎０５４５・６３・２００１

静岡・山梨県富士山検定６

八王子滝山 ☎０４２・６９６・１２０１

那須高原友愛の森 ☎０２８７・７８・０２３３

新潟ふるさと村 ☎０２５・２３０・３０３０

東京都

栃木県那須塩原市

新潟市

知のミュージアム多摩・武蔵野検定

ロイヤルリゾート那須検定

新潟清酒達人検定

５

４

３

なとわ・えさん ☎０１３８・８５・４０１０

なかせん ☎０１８７・５６・４５１５

北海道函館市

秋田県大仙市

函館イカマイスター検定

花火鑑賞士検定

１

２

82008 年（平成 20 年）10 月道 21世紀新聞 Route Press 21st.第 20号9



����������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

��������������������������������� �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

「
景
観
法
」
と
い
う
す
っ
き
り

と
し
た
名
前
の
法
律
が
制
定
さ

れ
、
わ
が
国
も
本
格
的
に
景
観
の

改
善
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
景
観
と
は
、
家
の
窓
か
ら

の
眺
め
な
ど
い
ろ
ん
な
視
点
か
ら

の
議
論
が
可
能
で
す
が
、
都
市
景

観
、
地
域
景
観
と
い
っ
た
場
合
に

は
、
道
路
か
ら
の
眺
め
の
善
し
あ

し
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
残
念

な
が
ら
、
わ
が
国
の
道
路
の
沿
道

景
観
は
、
西
欧
諸
国
な
ど
と
比
べ

て
決
し
て
美
し
い
も
の
と
は
言
え

な
い
の
が
現
状
で
す
。

路
側
に
林
立
す
る
看
板
を
初

め
、
沿
道
建
築
物
の
色
彩
や
形
状

の
統
一
感
の
な
い
け
ば
け
ば
し
い

風
景
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者

の
精
神
状
態
に
悪
い
影
響
を
与
え

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し

て
い
ま
す
。
環
境
心
理
学
と
い
う

学
問
分
野
が
あ
り
ま
す
。
原
色
を

使
っ
た
部
屋
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た

り
す
る
と
、
気
分
が
悪
く
な
っ
た

り
す
る
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
周

辺
環
境
の
も
と
で
過
ご
し
て
い
る

か
は
、
人
の
心
理
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。山

の
恵
み
や
植
物
の
実
り
の
お

か
げ
で
暮
ら
し
て
く
る
こ
と
が
で

き
た
わ
れ
わ
れ
は
、
緑
の
風
景
に

接
し
て
い
る
と
、
安
心
感
や
落
ち

着
き
が
出
て
く
る
よ
う
に
脳
が
設

計
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
街
路
樹
な
ど
の
沿
道

林
が
成
長
し
て
い
た
り
、
遠
景
が

緑
豊
か
で
あ
る
こ
と
は
、
地
球
環

境
問
題
な
ど
と
大
げ
さ
な
構
え
方

を
し
な
く
て
も
、
安
全
に
運
転
で

き
た
り
、
楽
し
く
自
転
車
に
乗
っ

た
り
、
気
持
ち
よ
く
歩
い
た
り
で

き
る
環
境
を
提
供
し
て
い
る
効
果

が
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

藤
原
正
彦
氏
の
「
国
家
の
品

格
」
は
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
な
か
に
、
優
れ

た
数
学
者
は
幼
年
期
に
美
し
い
環

境
の
な
か
で
育
っ
て
い
る
と
い
う

共
通
点
が
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
幸
い
に
も
、
こ
の
国
は
、
乾

燥
化
に
悩
む
国
と
は
異
な
り
、
ほ

と
ん
ど
の
地
域
で
自
然
に
任
せ
て

お
く
と
草
が
生
え
、
林
や
森
に
変

わ
っ
て
い
く
の
で
す
か
ら
、
美
し

く
な
る
素
質
に
恵
ま
れ
た
国
な
の

で
す
。

江
戸
時
代
や
明
治
時
代
に
日
本

に
や
っ
て
き
た
外
国
人
は
口
を
そ

ろ
え
て
、
こ
の
国
の
手
入
れ
さ
れ

た
美
し
さ
を
称
賛
し
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
国
に
生
ま
れ
育
っ
た
わ

れ
わ
れ
が
、
次
の
世
代
に
よ
り
緑

豊
か
な
美
し
い
環
境
を
残
し
て
い

か
な
け
れ
ば
、
世
代
と
し
て
の
面

目
が
立
た
な
い
と
考
え
ま
す
。

儲
け
主
義
を
前
面
に
押
し
出
し

た
看
板
に
取
り
囲
ま
れ
た
醜
悪
で

無
秩
序
な
姿
か
ら
、
心
豊
か
に
し

て
く
れ
る
緑
に
包
ま
れ
た
道
路
景

観
を
育
て
て
い
く
努
力
を
続
け
た

い
も
の
で
す
。

佐
賀
県
唐
津
市
か
ら
長
崎

県
の
平
戸
へ
西
に
向
か
う
。

海
に
沿
っ
た
観
光
ル
ー
ト
の

ほ
ぼ
中
間
、
途
中
か
ら
国
道

２
０
４
号
バ
イ
パ
ス
を
行
く

と
、
源
平
合
戦
で
勇
名
を
は

せ
た
松
浦
水
軍
発
祥
の
地
で

こ
の
駅
に
ぶ
つ
か
る
。

漁
協
、
農
協
、
商
工
会
議

所
な
ど
が
出
資
し
て
松
浦
物

産
株
式
会
社
を
つ
く
り
、
２

０
０
５
年
４
月
に
駅
を
オ
ー

プ
ン
し
た
。
物
販
と
情
報
ス

ペ
ー
ス
「
海
の
ふ
る
さ
と

館
」
（
約
７
５
０
平
方
㍍
）

は
松
浦
市
内
・
市
外
ほ
ぼ
半

々
の
客
で
１
年
を
通
し
て
に

ぎ
わ
う
。
市
が
全
国
有
数
の

水
揚
げ
を
誇
る
魚
（
ア
ジ
、

サ
バ
、
フ
グ
、
ハ
マ
チ
）
や

い
り
こ
、
か
ま
ぼ
こ
、
メ
ロ

ン
、
ぶ
ど
う
と
い
っ
た
新
鮮

な
農
水
産
物
に
買
い
物
の
手

が
伸
び
て
い
く
。

「
こ
れ
ト
イ
レ
な
の
？
」。

思
わ
ず
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま

ち
ょ
う

ず

あ
ん

う
ほ
ど
だ
。
「
手
水
庵
」
と

刻
ま
れ
た
石
の
門
標
は
料
亭

に
で
も
入
る
か
の
よ
う
。「
７

０
０
０
万
円
か
け
ま
し
た
。

使
い
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り

で
す
」
と
館
支
配
人（
駅
長
）

の
上
田
知
明
さ
ん
。

こ
れ
に
限
ら
ず
、
利
用
者

の
目
線
を
意
識
し
た
「
マ
ー

ケ
ッ
ト
イ
ン
」
戦
略
が
随
所

に
の
ぞ
く
。
売
る
方
か
ら
考

え
る
（
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ

ト
）
の
で
は
な
く
、
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
み
、
展
開

す
る
手
法
だ
。
例
え
ば
、
現

在
約
５
０
０
人
い
る
出
荷
者

へ
回
転
率
の
高
い
品
種
・
品

目
情
報
を
開
示
し
、
類
似
商

品
の
開
発
強
化
を
促
す
。

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ば
や
り
を

脱
し
、
手
間
を
か
け
て
―
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、「
お

ば
ち
ゃ
ん
軍
団
」
約
６０
人
が

働
く
「
お
魚
食
堂
」
も
ア
イ

デ
ア
の
一
つ
。
旬
の
食
材
を

使
っ
た
味
付
け
薄
め
の
手
作

り
弁
当
（
８
０
０
円
）
は
好

評
で
、
昨
年
１
月
に
旅
行
誌

で
「
九
州
№
１
」
と
評
価
さ

れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
売
り
上

げ
は
倍
増
し
、
い
ま
多
い
日

に
は
１
日
５
０
０
食
も
出

る
。と

い
う
わ
け
で
、
売
り
上

げ
は
▽
０５
年
度
２
億
３
０
０

０
万
円
▽
０６
年
度
３
億
３
０

０
０
万
円
▽
０７
年
度
３
億
８

０
０
０
万
円
と
右
肩
上
が

り
。
０８
年
度
は
４
億
円
を
目

標
に
据
え
る
。

工
夫
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
外
部
組
織
と
し
て

「
道
の
駅
出
荷
者
協
議
会
」

を
つ
く
り
、
商
品
を
研
究
す

る
。
直
営
農
場
化
を
進
め
、

約
１
２
０
人
が
鹿
児
島
県
へ

希
少
種
の
熱
帯
果
樹
パ
ッ
シ

ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
や
ア
テ
モ
ヤ

の
調
査
に
で
か
け
、
テ
ス
ト

栽
培
中
だ
。

駅
立
ち
上
げ
段
階
か
ら
民

間
の
立
場
で
関
わ
っ
て
き
た

上
田
さ
ん
は
「
小
売
業
（
第

３
次
産
業
）
は
商
品
の
売
値

を
店
側
が
つ
け
る
。
第
１
次

産
業
は
セ
リ
で
決
め
、
売
れ

残
る
リ
ス
ク
も
負
う
。
だ
か

ら
第
１
次
産
業
従
事
者
の
所

得
は
低
い
。
こ
れ
を
根
底
か

ら
変
え
な
い
と
元
気
は
出
な

い
」
と
、
さ
ら
に
効
率
の
よ

い
経
営
を
模
索
し
て
い
る
。

京
都
府
宇
治
市
を
流
れ
る
宇
治

川
は
古
今
和
歌
集
に
詠
ま
れ
、
源

氏
物
語
・
宇
治
十
帖
や
源
平
宇
治

川
合
戦
の
舞
台
と
な
っ

た
。こ

こ
に
架
か
る
宇
治

橋
に
は
上
流
に
張
り
出

し
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
。
橋
の
守
り
神
・

橋
姫
を
祭
る
た
め
で

「
三
の
間
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
豊
臣
秀
吉
は

茶
会
に
使
う
水
を
こ
こ

か
ら
汲
ん
だ
こ
と
が
あ

り
、
い
ま
で
も
例
年
１０

月
の
宇
治
茶
ま
つ
り
に
は
「
三
の
間
」

か
ら
古
式
通
り
水
を
く
み
上
げ
て
い

る
。最

初
の
宇
治
橋
は
６
４
６
（
大
化

２
）
年
、
奈
良
元
興
寺
の
僧
道
登

が
架
け
た
と
さ
れ
、
大
津
「
瀬
田

の
唐
橋
」
、
京
都
「
山
崎
橋
」
と

と
も
に
日
本
三
古
橋
に

数
え
ら
れ
て
い
る
。
水

害
や
戦
火
に
遭
い
た
び

た
び
流
失
し
て
お
り
、

現
在
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
橋
（
府
道
京
都

宇
治
線
）
は
桧
造
り
の

高
欄
、
擬
宝
珠
な
ど
外

観
に
工
夫
を
凝
ら
し
木

橋
の
よ
う
な
優
美
な
姿

を
し
て
い
る
。

橋
近
く
の
放
生
院
常

光
寺
（
通
称
橋
寺
）
境
内
に
ひ
っ
そ
り

建
っ
て
い
る
宇
治
橋
断
碑
（
天
平
年
間

に
作
ら
れ
た
碑
で
重
文
）
が
宇
治
橋
の

い
わ
れ
を
い
ま
に
伝
え
て
い
る
。

②

大石久和

宇
治
橋

「三の間」のある宇治橋の歴史

緑
の
道
路
景
観
で
心
豊
か
に

長崎県・玄海灘への出口、伊万里湾をわたる潮風が鼻をく

すぐる。志佐漁港と隣り合わせで建つ「松浦海のふるさと

館」。中規模ながら、アイデアといい建物といい、ユニーク

な道の駅の一つだろう。

道
の
駅
「
松
浦
海
の
ふ
る
さ
と
館
」

「
お
魚
食
堂
」大
人
気

手
作
り
弁
当
５００
食
も

出
荷
者
協
議
会
で
商
品
を
研
究

■経営＝松浦物産株式会社（代表取

締役＝板谷國博・新松浦漁業協同組

合長）■営業時間＝午前７時半～午

後７時（元旦休み）■駐車＝普通６２

台、障害者用６台、大型６台■車で佐

世保市から国道２０４号経由で約４０分

■〒８５９-４５０７、長崎県松浦市志佐町

庄野免２２６-３０（☎０１２０・０６２・００４）。

！

客でにぎわう「海のふるさと館」

トイアフ
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「
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
芦
別
」

は
市
北
部
の
国
道
４
５
２
号

沿
い
、
国
道
３８
号
バ
イ
パ
ス

沿
い
に
９３
年
、
そ
の
前
年
に

開
館
し
た
市
観
光
物
産
セ
ン

タ
ー
を
メ
ー
ン
施
設
と
し
て

オ
ー
プ
ン
し
た
。

同
道
の
駅
に
入
っ
た
ら
ま

ず
２
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ラ

・
フ
ル
ー
ル
」
へ
。
ド
ー
ム

型
の
天
井
に
豆
電
球
が
チ
カ

チ
カ
点
滅
し
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
の
よ
う
な
星
空
を
演
出
。

窓
外
に
目
を
や
れ
ば
、
街
を

南
東
か
ら
北
西
へ
流
れ
る
空

知
川
の
悠
然
た
る
流
れ
。
旅

情
気
分
に
知
ら
ず
知
ら
ず
心

が
和
む
。

米
や
種
々
の
畑
作
物
、
酪

農
畜
産
の
盛
ん
な
土
地
柄
だ

け
に
季
節
ご
と
旬
な
食
材
の

料
理
を
楽
し
め
る
。
道
の
駅

現
場
担
当
者
の
藤
田
直
美
さ

ん
は
「
ぜ
ひ
郷
土
料
理
ガ
タ

タ
ン
（
含
多
湯
）
を
ア
レ
ン

ジ
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ

ー
の
ガ
タ
タ
ン
ラ
ー
メ
ン
を

食
べ
て
ほ
し
い
」
と
勧
め

る
。
ガ
タ
タ
ン
と
は
鶏
ガ
ラ

や
豚
骨
な
ど
の
ス
ー
プ
に
白

菜
、
ニ
ン
ジ
ン
、イ
カ
げ
そ
、

豚
肉
、
山
菜
な
ど
１０
種
類
以

上
の
具
材
を
刻
ん
で
入
れ
、

と
ろ
み
を
つ
け
て
溶
き
卵
を

加
え
た
、
戦
後
間
も
な
い
当

地
の
創
作
料
理
。
い
ま
市
内

１４
の
料
理
店
で
さ
ま
ざ
ま
に

味
付
け
さ
れ
た
「
ガ
タ
タ

ン
」
が
提
供
さ
れ
、
芦
別
の

ま
ち
お
こ
し
に
一
役
買
っ
て

い
る
。

１
階
に
降
り
る
と
珍
し
い

「
農
産
物
加
工
室
」
が
あ

る
。
当
地
で
採
れ
た
農
作
物

を
農
家
の
お
母
さ
ん
方
が
持

ち
寄
っ
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

や
ジ
ュ
ー
ス
、
豆
腐
、
味
噌

な
ど
の
加
工
品
に
代
え
る
所

だ
。
芦
別
は
ゆ
り
根
の
産
地

と
し
て
知
ら
れ
、
ゆ
り
根
の

よ
う
か
ん
や
ぜ
ん
ざ
い
、
ス

イ
ー
ツ
も
よ
く
作
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
の
手
作
り
の
品
々
が

ト
マ
ト
や
紫
蘇
（
し
そ
）
の

ジ
ュ
ー
ス
と
と
も
に
同
じ
１

階
の
売
店
に
特
産
品
と
し
て

並
ん
で
い
る
。
も
ぎ
た
て
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
ゆ
で
、
レ

ト
ル
ト
パ
ッ
ク
し
た
「
マ
マ

コ
ー
ン
」
も
名
産
の
一
品
で

あ
る
。

駐
車
場
の
そ
ば
に
あ
る
、

空
か
ら
見
て
星
型
に
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
ト
イ
レ
。
人
工
肛

門
や
人
工
ぼ
う
こ
う
の
方
々

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
オ
ス

ト
メ
イ
ト
対
応
の
設
備
が
整

っ
て
い
る
。

そ
し
て
道
の
駅
の
西
に
接

し
て
建
つ
の
が
「
星
の
降
る

里
百
年
記
念
館
」
だ
。
宇
宙

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
表
し
た

と
い
う
３
本
の
タ
ワ
ー
が
目

印
。
開
拓
の
鍬
が
入
っ
て
百

年
を
記
念
し
た
９３
年
に
設
立

さ
れ
た
。
芦
別
の
夜
空
に
望

め
る
星
空
を
パ
ソ
コ
ン
で
再

現
し
た
「
ス
タ
ー
ド
ー
ム
」

の
ほ
か
、
石
器
時
代
か
ら
ア

イ
ヌ
時
代
ま
で
の
先
住
民
文

化
、
明
治
期
か
ら
の
開
拓
移

民
の
歴
史
、
９２
年
の
閉
山
ま

で
「
炭
鉱
の
ま
ち
」
と
し
て

栄
え
た
往
時
の
長
屋
暮
ら
し

な
ど
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
資
料
た

っ
ぷ
り
で
体
感
で
き
る
。

◆
道
の
駅

す
た
ー
ぷ
ら
ざ

あ
し
べ
つ

北
海
道
芦
別
市

北
４
条
東
１
｜
１
▽
開
館
時

間
９
時
～
１９
時
半
（
レ
ス
ト

ラ
ン
は
１１
時
半
～

１９

時

半
）
、
１１
月
～
４
月
は
９
時

～
１８
時
（
レ
ス
ト
ラ
ン
は
１１

時
半
～
１８
時
）
、
▽
休
館
１２

月
３１
日
～
１
月
１
日
、
☎
０

１
２
４
｜
２３
｜
１
４
３
７

将
棋
の
駒
の
生
産
量
が
全
国
の
９５
％
を
占

め
る
山
形
県
天
童
市
。
道
の
駅
・
天
童
温
泉

は
そ
の
市
街
の
東
側
を
走
る
国
道
１３
号
沿
い

に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
す
ぐ
近
く
に
名
湯
・

天
童
温
泉
街
が
あ
り
、
桜
の
季
節
の
「
人
間

将
棋
」
で
有
名
な
天
童
公
園
の
あ
る
舞
鶴
山

が
側
に
控
え
、「
町
中
な
の
に
緑
豊
か
な
自
然

環
境
に
あ
る
の
が
自
慢
で
す
」と
米
野
駅
長
。

中
心
施
設
は
「
森
林
情
報
館
も
り
～
な
天

童
」。
八
角
形
の
木
造
の
建
物
は
、「
大
断
面

集
成
材
木
質
２
方
向
ラ
ー
メ
ン
構
造
サ
ミ
ッ

ト
Ｈ
Ｒ
工
法
」
と
い
う
工
法
で
建
て
ら
れ

た
。
簡
単
に
言
え
ば
、
断
面
サ
イ
ズ
の
小
さ

い
木
材
を
接
着
剤
で
張
り
合
わ
せ
て
大
き
な

材
木
に
し
て
、大
き
な
空
間
を
作
る
工
法
で
、

床
面
積
が
３
６
４
平
方
㍍
、
総
吹
き
抜
け
の

建
物
は
「
９０
％
が
県
内
の
木
材
を
使
っ
て
い

ま
す
」
と
い
う
。
そ
し
て
、施
設
の
暖
房
は
、

木
材
を
粉
末
に
し
て
固
め
た
燃
料
を
使
う

�
環
境
に
や
さ
し
い
�バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
設
備
で
、
石
油
を
全
く
使
っ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
の
�
目
玉
�
は
森
林
浴
シ
ア
タ
ー

室
。
森
林
の
四
季
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
５０

イ
ン
チ
プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
で
放
映
す

る
と
と
も
に
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
と
森
の
香

り
を
発
生
さ
せ
、擬
似
森
林
浴
を
楽
し
め
る
。

ま
た
、
地
場
産
品
の
展
示
販
売
場
は
地
元
産

の
農
産
物
、菓
子
、地
酒
、ワ
イ
ン
、民
芸

品
な
ど
が
並
ん
で
い
る
。
特
に
、
果
物

が
豊
富
で
見
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し
い
。

「
天
童
は
フ
ル
ー
ツ
の
里
を
謳
っ
て
い
る

果
物
自
慢
の
土
地
で
す
。
柑
橘
類
以
外
は
季

節
ご
と
に
途
切
れ
る
こ
と
な
く
果
物
が
採

れ
、
種
類
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
も
自
慢
で

す
」
と
米
野
駅
長
。
こ
れ
ら
の
農
産
物
は
産

直
だ
が
、
す
べ
て
農
協
を
通
じ
て
出
品
さ
れ

て
い
る
。
と
い
う
の
も
こ
の
道
の
駅
は
農
協

系
列
の
会
社
が
委
託
を
受
け
て
運
営
し
て
い

る
か
ら
だ
。

軽
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ジ
ェ

ラ
ー
ド
が
人
気
だ
。
特
産
の
洋
ナ
シ
・
ラ
フ

ラ
ン
ス
な
ど
の
フ
ル
ー
ツ
ジ
ェ
ラ
ー
ド
や
だ

だ
ち
ゃ
豆
ジ
ェ
ラ
ー
ド
は
風
味
が
た
っ
ぷ
り

で
さ
わ
や
か
な
味
わ
い
。
季
節
限
定
の
お
み

漬
け
ジ
ェ
ラ
ー
ド
は
意
表
を
つ
く
。
青
菜
を

主
材
に
し
た
漬
物
の
ジ
ェ
ラ
ー
ド
で
し
ょ
っ

ぱ
い
！

駅
名
が
「
天
童
温
泉
」
な
の
に
、
実
は
、

温
泉
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
お
客
に
「
温

泉
は
な
い
の
？
」と
、よ
く
聞
か
れ
る
の
で
、

期
待
に
そ
む
か
な
い
よ
う
足
湯
の
施
設
を
今

年
度
中
に
完
成
さ
せ
る
べ
く
、
作
業
準
備
に

入
っ
て
い
る
。
近
く
に
は
芭
蕉
の
『
奥
の
細

道
』で
有
名
な
山
寺
立
石
寺
が
あ
り
、ま
た
、

蔵
王
、
出
羽
三
山
を
結
ぶ
広
域
観
光
ル
ー
ト

の
要
に
位
置
す
る
。
そ
の
情
報
発
信
基
地
と

し
て
、
さ
ら
に
施
設
の
充
実
を
図
っ
て
い
く

方
針
だ
。

北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
す
る
芦
別
市
。
森
と
山
の
雄
大
な

自
然
に
取
り
囲
ま
れ
、

澄
み
わ
た
っ
た
大
気
と
清
ら

か
な
水
に
浴
す
る
。
市
民
は
こ

の
恵
ま
れ
た
環
境
を
「
星
の
降

る
里
」
、
満
天
に
星
々
が
瞬
く
街

と
表
現
し
て
い
る
。「
ス
タ
ー
プ

ラ
ザ
芦
別
」
も
そ
の
名
の
通

り
、
星
に
ち
な
ん
だ
施

設
や
デ
ザ
イ
ン
を
特
徴
に
し
て
い
る

道
の
駅
だ
。

道
２１
世
紀
新
聞
で
は
、
毎
号「
人
と
道
」に
関
す
る
読
者

の
ご
意
見
を
募
集
し
、
人
と
道
の
あ
り
方
を
共
に
考
え
る

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
第
２０
号
は
『
あ
な
た
の
好

き
な
道
の
駅
』
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
道
２１
世
紀
新
聞
で
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
連

諸
団
体
に
も
提
供
し
、
今
後
の
「
道
の
駅
」
な
ら
び
に
近

隣
地
域
活
性
化
に
供
す
る
資
料
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
こ

と
を
働
き
か
け
ま
す
。

ご
回
答
は
す
べ
て
統
計
的
に
処
理
し
、
結
果
の
み
を
公

表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る

こ
と
は
一
切
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ど
し
ど
し
遠
慮
な
い

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
回
答
い
た
だ
け
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で

３０
名
様
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

「あなたの好きな道の駅」に関するアンケート

Ｑ１．あなたのお気に入りの「道の駅」３駅と、その理由を教えてください。

下記の項目の中から最も近いと思われる番号をひとつ選んでください。

⑫その他の場合は具体的にお書きください。

好きな道の駅 （ ） その理由（ ）

好きな道の駅 （ ） その理由（ ）

好きな道の駅 （ ） その理由（ ）

①景色のよい立地 ②食事のおいしいレストランなどがある

③温泉・足湯がある ④地域の農産物などの特産品がある

⑤人との出会いがある ⑥休憩所がある

⑦美術館・展示室などがある ⑧宿泊施設がある

⑨地域の情報がわかる ⑩防災拠点で安心 ⑪施設がきれい

⑫その他（ ）

Ｑ２．あなたがもしも駅長になったら、したいことを自由にお書きください。

（ ）

Ｑ３．「道の駅」についてご意見ご要望などがありましたらどのようなこと

でも結構ですのでお書きください。

（ ）

Ｑ４．この新聞は何処の道の駅で入手しましたか？

Ｑ１： 好きな道の駅 （ ） その理由（ ）

⑫その他（ ）

好きな道の駅 （ ） その理由（ ）

⑫その他（ ）

好きな道の駅 （ ） その理由（ ）

⑫その他（ ）

Ｑ２：（ ）

Ｑ３：（ ）

Ｑ４： a） 県 b）（駅名）

お名前： （ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ ： ）

郵便番号：〒

ご住所：

お電話番号：（ ）-（ ）-（ ）

性別：男性・女性 ： 歳 ご職業：

通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

話題の道の駅

第２０号『あなたの好きな道の駅』回答用紙

「人と道」を考えるアンケート

ご意見をお寄せください！

「
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
芦
別
」

ご回答は回答用紙に記入し、枠に沿って切り抜き、はがき等に貼付し投函して

ください。ホームページからも回答できます。

〒１０５‐０００１ 東京都港区虎ノ門４‐１‐１ 虎ノ門パストラル内

ＮＰＯ法人 人と道研究会「２０号読者アンケート係」宛

ホームページ（http://www.route-press２１st.jp）

＝山形県天童市大字貫津鍬ノ町２５５１
� ０２３・６５１�２００２

道の駅 天童温泉
米野守人駅長（５１）

将
棋
の
街
は
果
物
自
慢

平成２０年１１月３０日締 切 日

送 付 先

応 募 方 法
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名
古
屋
か
ら
特
急
「
ワ
イ

ド
ビ
ュ
ー
飛
騨
」
号
で
２
時

間
半
。
観
光
地
と
し
て
名
高

い
高
山
へ
。
週
末
と
は
い
え

い
つ
も
こ
の
電
車
は
老
若
男

女
で
満
員
だ
。

高
山
の
魅
力
は
、
奥
深
い

飛
騨
の
伝
統
が
、
京
都
を
初

め
と
す
る
外
部
文
化
と
の
交

流
に
よ
っ
て
上
質
の
個
性
を

醸
し
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

あ
る
。

そ
の
高
山
市
街
地
か
ら
車

で
十
数
分
の
と
こ
ろ
に
、
民

宿
「
み
づ
の
荘
」
が
あ
る
。

こ
の
地
で
は
同
市
一
之
宮
町

の
民
宿
を
中
心
に
「
協
議

会
」
が
結
成
さ
れ
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
充
実
し
、
民
宿
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
し
っ
か

り
し
て
い
る
。

「
み
づ
の
荘
」
の
一
番
の

売
り
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も

「
お
か
あ
さ
ん
」
の
明
る
く

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
笑
顔

と
ジ
ョ
ー
ク
。
機
知
に
富
ん

だ
飛
騨
弁
の
語
り
口
は
、
す

ぐ
に
お
客
を
馴
染
ま
せ
、
心

の
交
流
が
深
ま
る
。
囲
炉
裏

を
囲
ん
で
、
飛
騨
地
方
に
伝

わ
る
食
文
化
を
堪
能
し
な
が

ら
、
地
域
独
自
の
文
化
に
触

れ
る
醍
醐
味
を
楽
し
む
。

清
流
に
生
息
す
る
イ
ワ
ナ

と
ア
マ
ゴ
に
、
自
家
生
産
リ

ン
ゴ
ソ
ー
ス
を
か
け
た
「
川

魚
の
り
ん
ご
ソ
ー
ス
が
け
」

や
、
地
元
の
牛
乳
を
ベ
ー
ス

に
飛
騨
牛
を
メ
ー
ン
と
し
た

「
飛
騨
牛
乳
鍋
」
、
自
家
栽

培
野
菜
を
使
用
し
た
パ
ン
、

ソ
ー
ス
、
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
、

料
理
の
種
類
も
多
彩
だ
。

特
に
自
家
製
ト
マ
ト
を
使

用
し
た
「
飛
騨
丸
ご
と
ト
マ

ト
コ
ロ
ッ
ケ
」、「
ト
マ
ト
と

チ
ー
ズ
と
ヘ
ル
シ

ー

パ

ン
」、「
ト
マ
ト
と
ピ
ー
マ
ン

の
ヘ
ル
シ
ー
オ
ム
レ
ツ
」
は

絶
品
で
、
岐
阜
県
健
康
美
容

資
源
認
定
委
員
会
か
ら
健
康

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
認
定
を
受

け
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
体
験
学
習

も
多
様
で
、
収
穫
物
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
や
生
命
の
尊
さ

「
命
を
い
た
だ
く
」
と
い
っ

た
食
育
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。さ
ら
に
蕎
麦
打
ち
は
、２

段
の
腕
前
で
、
自
家
製
ど
ぶ

ろ
く
も
、
特
区
指
定
で
提
供

が
可
能
と
な
り
、
極
上
の
食

材
で
舌
鼓
を
打
つ
。
観
光
地

高
山
の
奥
座
敷
と
も
い
え
る

一
之
宮
町
で
の
夜
は
、
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
た
。

みづの荘正面玄関前の学生たち

民宿 みづの荘

さ
ん

岐阜県高山市

水野美代子

子
ど
も
た
ち
へ
の

食
育
に
も
力
入
れ
る

奥深い文化を伝える

パンづくりを体験

極上の「食」が花を添えて

どぶろく仕込み用の有機栽培米と水野美代子さん

飛
騨
弁
と

ユ
ー
モ
ア
と

ト
マ
ト
チ
ー
ズ
と
パ
ン
の
朝
食

グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
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グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
先
進
地
、
大
分
県
宇
佐
市

安
心
院
町
。
湯
布
院
の
隣
に

位
置
す
る
こ
の
町
は
、
人
々

の
暮
ら
し
が
豊
か
に
息
づ
く

ワ
イ
ン
と
す
っ
ぽ
ん
の
産
地

で
あ
る
。
盆
地
の
風
景
は
司

馬
遼
太
郎
が
「
日
本
一
」
と

名
付
け
た
ほ
ど
美
し
く
、
稲

わ
ら
を
積
み
上
げ
た
「
藁
小

積
み
」
が
田
園
風
景
を
際
立

た
せ
る
。

「
百
年
乃
家
と
き
え
だ
」

は
、
築
百
年
の
農
家
の
屋
敷

を
生
か
し
た
民
宿
だ
。
元
気

な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
、
そ
し
て
お
か
あ
さ

ん
と
息
子
。
ま
さ
に
日
本
の

家
族
を
そ
の
ま
ま
繋
ぐ
時
枝

家
。
そ
こ
に
は
、
多
世
代
家

族
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ

る
。休

耕
田
に
植
え
た
自
家
用

野
菜
を
一
緒
に
収
穫
し
て
調

理
し
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
手
作

り
の
味
噌
を
生
か
し
た
郷
土

料
理
を
い
た
だ
く
。
朝
は
お

か
あ
さ
ん
自
慢
の
パ
ン
が
う

れ
し
い
。
生
徒
の
体
験
学
習

で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に

気
を
配
り
、
自
家
の
竹
林
に

入
っ
て
Ｍ
Ｙ
箸
を
作
っ
た
り

川
の
生
態
系
を
大
事
に
し
た

川
遊
び
を
指
導
す
る
。

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
本
質
で
あ
る
環
境
へ
の
配

慮
が
き
め
細
か
く
行
わ
れ
、

安
心
院
な
ら
で
は
の
風
格
あ

る
実
践
と
な
っ
て
い
る
。

安
心
院
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
研
究
会
事
務
局
次

長
、
そ
し
て
大
分
県
の
農
家

民
宿
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る

お
か
あ
さ
ん
は
、
後
進
の
農

家
の
助
言
者
と
し
て
め
ざ
ま

し
い
活
躍
を
し
て
い
る
。

以
前
、
親
友
の
英
国
人
と

宿
泊
し
た
。
豊
富
な
朝
ご
は

ん
の
メ
ニ
ュ
ー
に
驚
き
な
が

ら
「
全
部
い
た
だ
こ
う
！
」

と
頑
張
る
我
々
に
、
傍
に
寄

り
添
う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
実

践
の
経
緯
と
、
元
気
な
家
族

の
様
子
を
話
し
て
く
れ
た
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
と
っ

て
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
は
？
」
の
問
い
に
、
「
ハ

ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
」
。
英
語
を

使
っ
て
生
き
が
い
を
熱
く
語

っ
て
く
れ
た
。
庭
で
飼
育
し

て
い
る
鶏
の
卵
を
毎
朝
取
る

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
と
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ほ
ほ
笑
み

が
今
も
蘇
る
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

代
表
理

事

青
木
辰
司
）

麻
生
太
郎
首
相
は
、
初
の

事
務
次
官
会
議
で
「
官
僚
４

原
則
」
を
訓
示
し
ま
し
た
。

「
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
仕
事
」

「
悪
い
情
報
ほ
ど
早
く
報

告
」
「
省
益
を
捨
て
、
国
益

に
徹
す
る
」
「
こ
れ
は
自
分

の
仕
事
で
は
な
い
と
言
わ

ず
、
自
分
の
仕
事
を
探
せ
」

の
４
項
目
で
「
公
務
員
の
心

得
」
と
い
う
べ
き
も
の
で

す
。
「
職
員
が
誇
り
を
持
っ

て
や
っ
て
も
ら
う
よ
う
に

…
」
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。

税
金
の
無
駄
遣
い
な
ど
公

務
員
へ
の
批
判
が
高
ま
っ
て

お
り
、
襟
を
正
し
て
モ
ラ
ル

の
向
上
に
取
り
組
む
よ
う
、

自
戒
し
て
い
ま
す
。
本
来
あ

る
べ
き
仕
事
に
真
摯
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
と
思
う
一

方
、
職
員
が
自
信
を
失
っ
て

い
る
や
に
思
え
、
気
が
か
り

で
す
。

「
国
か
ら
地
方
へ
、
官
か

ら
民
へ
」
の
流
れ
の
中
「
無

駄
ゼ
ロ
」
の
推
進
な
ど
状
況

は
厳
し
い
で
す
が
、
国
交
省

も
本
来
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ど

う
遂
行
す
る
か
が
問
わ
れ
ま

す
。
広
範
な
業
務
を
各
部
署

が
厳
正
、
的
確
に
遂
行
す
る

こ
と
が
、
信
頼
回
復
の
第
一

歩
。
職
員
が
委
縮
し
て
身
を

す
く
め
て
い
て
は
、
本
来
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
十
分
に
遂
行

で
き
ま
せ
ん
。
与
え
ら
れ
た

役
割
を
ど
う
こ
な
す
か
、
熟

慮
の
と
き
で
す
。

私
は
、
情
報
ギ
ャ
ッ
プ
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ

ッ
プ
に
よ
る
誤
解
を
解
消

し
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

ー
（
説
明
責
任
）
の
向
上
に

努
め
る
こ
と
が
大
切
、
と
考

え
ま
す
。
特
に
ス
ピ
ー
ド

感
、
多
く
の
業
務
を
担
う
現

場
と
本
省
と
の
温
度
差
を
な

く
し
、
内
外
の
様
々
な
意
見

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
努

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｕ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ

ｔ
ｅ
」
の
原
義
は
「
他
人
と

共
有
す
る
こ
と
」
。
情
報
、

意
見
、
気
持
ち
を
相
互
に
伝

え
合
っ
て
価
値
感
を
共
有

し
、
一
体
と
な
っ
て
、
将
来

世
代
に
恥
じ
な
い
的
確
な
対

応
を
し
た
い
、
と
思
い
ま

す
。
「
沈
黙
は
金
な
り
」
と

言
い
ま
す
が
「
雄
弁
は
銀
な

り
」
と
セ
ッ
ト
の
諺
で
す
。

本
来
の
意
味
は
「
沈
黙
に
も

効
果
が
あ
る
が
、
説
明
に
は

か
な
わ
な
い
」だ
そ
う
で
す
。

「
男
は
黙
っ
て
…
」
で
な

く
「
聞
こ
え
て
い
る
か
」「
見

え
て
い
る
か
」「
伝
わ
っ
て
い

る
か
」
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら

情
報
収
集
し
、
自
信
を
も
っ

て
発
信
し
て
い
き
た
い
。
内

向
き
か
ら
外
向
き
に
、
過
去

か
ら
未
来
へ
、
気
持
ち
を
切

り
替
え
た
い
、と
思
い
ま
す
。

「
日
本
の
米
カ
レ
ン
ダ
ー
」

２
０
０
９
年
版
が
出
来
ま
し

た
。
２０
年
目
で
す
。
２０
年
も

の
間
、
後
押
し
し
て
下
さ
っ

た
読
者
の
皆
様
に
、
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。


警
告
し
て
き
た
通
り
に
な

っ
て
き
ま
し
た


こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
別
名

を
「
平
成
の
世
直
し
カ
レ
ン

ダ
ー
」
。
更
に
「
富
山
和
子

の
怒
り
の
美
学
」
。
２０
年
続

け
て
な
お
、
世
の
中
な
か
な

か
良
く
な
ら

ず
、
環
境
も

食
糧
危
機
も

山
村
の
荒
廃

も
、
警
告
通

り
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。


記
念
出
版

の
お
知
ら
せ


カ
レ
ン
ダ

ー

の

２０

年

は
、「
日
本
の
美
再
発
見
の

旅
」、「
日
本
列
島
と
の
対
話

の
旅
」
で
あ
り
、
こ
の
国
に

生
ま
れ
た
幸
せ
を
考
え
さ
せ

ら
れ
た
２０
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
２０
年
分
を
１
冊
に
ま
と

め
ら
れ
な
い
も
の
か
、
と
の

ご
要
望
に
『
水
と
緑

日
本

の
原
風
景
』（
英
文
対
訳
、
家

の
光
協
会
）
が
出
版
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

１０
周
年
を
記
念
し
て
『
水

と
緑
の
国
日
本
』
（
講
談

社
）
が
出
版
さ
れ
、
外
国
へ

の
贈
答
に
も
使
わ
れ
る
な
ど

大
好
評
で
版
を
重
ね
て
参
り

ま
し
た
が
、
今
回
の
『
水
と

緑

日
本
の
原
風
景
』
は
、

そ
の
後
の
１０
年
分
を
中
心
に

約
６０
点
の
作
品
を
収
録
、
２０

年
間
の
総
ま
と
め
と
し
て
の

解
説
を
加
え
て
い
ま
す
。
前

著
と
あ
わ
せ
、
座
右
に
置

き
、
「
日
本
の
美
再
発
見
の

旅
」
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。


震
災
ダ
ム
、
土
砂
ダ
ム


今
年
は
震
災
ダ
ム
、
土
砂

ダ
ム
が
語
ら
れ
、
国
土
の
敏

感
さ
脆
弱
さ
を
思
い
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
震
災
ダ
ム

に
象
徴
さ
れ
る
国
土
の
性
質

こ
そ
、
日
本
文
化
を
語
る
場

合
、
ふ
ま
え
た
い
基
礎
的
条

件
で
す
。
具
体
的
に
は
『
環

境
問
題
と
は
何
か
』
（
Ｐ
Ｈ

Ｐ
新
書
）
を
ご
参
照
下
さ

い
。江

戸
時
代
、
鬼
怒
川
上
流

に
出
来
た
湖
の
水
を
抜
こ
う

と
し
て
果
た
せ
ず
、
切
腹
し

た
会
津
藩
の
家
老
。
今
も
そ

の
墓
が
観
光
名
所
に
な
っ
て

い
ま
す
。
福
井
県
の
三
方
五

湖
で
は
、
震
災
ダ
ム
の
水
を

抜
い
て
、
後
世
ま
で
た
た
え

ら
れ
て
い
る
小
浜
藩
の
奉

行
。
こ
の
明
暗
分
け
た
物
語

は
、
「
海
抜
け
の
話
」
と
題

し
て
『
日
本
再
発
見

水
の

旅
』（
文
藝
春
秋
）、及
び『
水

の
旅
』
（
文
春
文
庫
）
に
所

載
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
テ
レ
ビ
コ
ラ

ム
」
で
も
お
話
し
し
ま
し

た
。
鬼
怒
川
の
湖
は
や
が
て

舟
運
も
通
う
よ
う
に
な
り
、

既
成
の
湖
と
し
て
定
着
す
る

の
で
す
が
、
４０
年
後
に
突
然

決
壊
し
、
関
東
平
野
水
浸
し

の
大
水
害
に
な
る
の
で
す
。

私
た
ち
の
住
む
国
土
と
い

う
も
の
を
知
る
上
で
、
ご
参

考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。


林
業
や
国
有
林
に
目
を
向

け
て


小
学
校
学
習
指
導
要
領
は

「
農
業
、
林
業
、
漁
業
」
を

昭
和
５２
年
度
か
ら
、「
農
業
、

（
削
除
）
、
水
産
業
」
と
変

え
た
ま
ま
で
す
。
い
つ
の
間

に
か
既
成
事
実
に
な
り
ま
し

た
。
（
『
環
境
問
題
と
は
何

か
』
参
照
）。

そ
ん
な
こ
と
へ
の
怒
り
も

込
め
て
書
い
た
の
が

６
月

合
掌
造
り


と


１２
月

雪
模
様

で
す
。
ま
た
１２
月

の
早
明
浦
ダ
ム
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
は
、「
１
票
の
格
差
問
題
」

の
こ
と
で
す
。
こ
れ
も
『
環

境
問
題
と
は
何
か
』
を
ご
参

照
下
さ
い
。

２
０
０
８
年
秋富

山
和
子

評論家、日本福祉大学教授、

立正大学名誉教授

水、緑の問題をはじめ、国土の資源や環境問題を総合的な

視野からとらえ、文化と環境を守るためには、農業、林業、

漁業を大切にしなければならないことを一貫して訴え、鋭い

提言を行ってきた。「日本の米」「水と緑と土」（中公新書）

「水の旅」（文藝春秋）「川は生きている」「森は生きてい

る」「お米は生きている」（講談社・産経児童出版文化賞大

賞）「水と緑の国、日本」（講談社）「環境問題とは何か」（ＰＨ

Ｐ研究所）「日本の風景を読む」（ＮＴＴ出版）など著書多数。

購入ご希望の方は

「日本の米カレンダー２００９年版」

定 価：１部１，３００円（税込）

送 料：３冊まで全国一律５００円

４冊以上は実費

お支払：「郵便振替票」を同封いた

します。

お申込：希望数、氏名、住所、電話

番号を明記のうえハガキ・

ＦＡＸ、またはＨＰからお

申込ください。

〒１０５-０００１東京都港区虎ノ門４‐４‐１

虎ノ門パストラル内

「人と道研究会 米カレンダー」係

ＦＡＸ０３-５７３３-２７８２

http://route‐press 21 st.jp

百
年
乃
家
と
き
え
だ

ぬ
く
も
り
…

発行：水の文化研究所

大
分
県
宇
佐
市

さ
ん

時
枝

仁
子

多
世
代
家
族

「人生ハッピーエンド」
生きがい語る

笑顔のおばあちゃん

おかあさんの時枝仁子さん

環
境
問
題
と
は
何
か
、
考
え
よ
う

３月 嵯峨野のレンゲ 京都市／嵯峨野

撮影橋本健次

せい よ

４月 ワラグロ 愛媛県西予市／旧宇和町

撮影藤田洋三

１１

谷口 博昭

ハロハロ

「百年乃家ときえだ」

の外観

国土交通省技監

外
向
き
に
、未
来
へ

富山和子プロフィール
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☆
世
界
の
道
の
駅

道
の
駅
も
国
際
的
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
ね
。
１９
号
に
イ
ン
ド
仏
跡

の
地
の
記
事
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
こ
に
は
ぜ
ひ
仏
教
に

関
連
し
た
施
設
を
作
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
ら
れ
て
い

る
の
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
す
。
（
千
葉
県
睦

沢
町

自
営
・
５８
歳
）

☆
食
を
考
え
よ
う

食
の
か
な
り
の
部
分
を
外

国
に
頼
る
私
た
ち
。
豊
か
な

土
地
が
あ
り
な
が
ら
、
残
念

で
す
ね
。
地
産
地
消
が
叫
ば

れ
て
い
ま
す
が
、
食
べ
る
こ

と
の
大
切
さ
、
食
の
安
心
・

安
全
、
農
薬
の
恐
ろ
し
さ
な

ど
勉
強
す
べ
き
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
（
岐
阜
市

主
婦
・
６６
歳
）

☆
素
敵
な
橋
の
話

橋
に
興
味
が
あ
り
、
こ
れ

ま
で
も
瀬
戸
大
橋
や
明
石
海

峡
大
橋
を
渡
っ
て
ド
ラ
イ
ブ

し
ま
し
た
。
１９
号
の
「
橋
が

つ
な
ぐ
み
ん
な
の
未
来
２
」

で
は
、
行
っ
た
こ
と
が
あ
る

天
草
五
橋
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
て
、
う
れ
し
く
な
っ
て

読
み
入
り
ま
し
た
。
他
の
橋

の
紹
介
も
興
味
深
か
っ
た
で

す
。
（
京
都
府
綾
部
市

無

職
・
５９
歳
）

☆
地
域
色
豊
か
に

高
速
道
路
普
及
が
進
み
、

以
前
に
比
べ
て
遠
方
ま
で
日

帰
り
で
行
き
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
休
憩
に
、
ど
こ
で
も

同
じ
ス
タ
イ
ル
の
コ
ン
ビ
ニ

を
利
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
と
は
正
反
対
の

存
在
で
あ
る
、
地
域
色
を
生

か
し
た
道
の
駅
は
と
て
も
貴

重
な
場
所
だ
と
、
行
く
度
に

感
じ
ま
す
。
（
高
松
市

看

護
師
・
３４
歳
）

☆
大
い
に
参
考
に

１９
号
「
名
物
郷
土
料
理
１２

選
」
は
、
カ
ラ
ー
写
真
と
と

も
に
詳
し
い
記
事
が
あ
り
、

た
い
へ
ん
興
味
を
持
っ
て
読

み
ま
し
た
。
こ
の
記
事
は
そ

の
土
地
へ
旅
行
し
た
と
き
、

大
い
に
参
考
に
な
る
も
の
で

う
れ
し
い
限
り
。
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
！
（
京
都

府
綾
部
市

主
婦
・
５８
歳
）

☆
自
治
体
広
報
も

道
の
駅
に
は
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
多
様
な
印
刷
物

が
置
い
て
あ
り
ま
す
が
、
自

治
体
や
地
域
の
細
か
い
こ
と

が
分
か
る
資
料
も
備
え
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。
そ
の
道
の

駅
が
あ
る
自
治
体
の
広
報
紙

（
誌
）
が
見
ら
れ
れ
ば
、
あ

り
が
た
い
で
す
。
（
埼
玉
県

川
越
市

事
務
員
・
２８
歳
）

☆
広
告
に
釘
付
け

１９
号
１６
㌻
の
「
ど
う
な

る
、
日
本
の
食
？
と
言
う

か
、
ど
う
す
る
？
」
と
い
う

見
出
し
に
目
が
釘
付
け
に
な

り
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
日
本

の
食
の
現
状
を
的
確
に
と
ら

え
た
見
出
し
だ
と
思
い
ま

す
。
多
種
多
様
な
食
物
が
あ

ふ
れ
な
が
ら
、
好
き
嫌
い
を

し
て
食
べ
な
い
子
供
た
ち
、

後
継
者
の
い
な
く
な
っ
た
農

家
―
―
解
決
す
べ
き
課
題
は

山
積
み
で
す
。
今
こ
そ
地
産

地
消
を
推
進
し
、
日
本
の
農

業
を
見
直
す
と
き
で
す
。
ど

う
な
る
、
で
は
な
く
、
ど
う

す
る
、
と
い
う
気
持
ち
で
私

た
ち
は
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
（
福
島
市

公
務
員
・
４４
歳
）

☆
会
員
募
集
を
！

そ
の
道
の
駅
を
愛
し
て
く

れ
る
会
員
を
募
集
す
る
。
会

員
さ
ん
は
立
ち
寄
っ
た
と
き

に
ち
ょ
っ
と
ト
イ
レ
を
掃
除

し
た
り
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
り
。

気
が
向
い
た
と
き
に
気
付
い

た
こ
と
を
し
て
も
ら
う
、
い

わ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
。

地
元
の
道
の
駅
が
清
潔
で
評

判
が
良
け
れ
ば
う
れ
し
い
の

で
、
こ
う
い
う
か
た
ち
が
あ

れ
ば
私
も
や
る
ん
だ
け
ど
な

あ
。
（
前
橋
市

会
社
員
・

３３
歳
）

☆
作
っ
て
買
っ
て

近
く
に
道
の
駅
が
あ
る
の

で
、
い
つ
も
利
用
し
て
い
ま

す
。
私
は
少
々
野
菜
を
作
っ

て
い
る
の
で
農
産
物
コ
ー
ナ

ー
は
と
て
も
参
考
に
な
り
、

勉
強
に
な
り
ま
す
。
主
人
と

ふ
た
り
暮
ら
し
な
の
で
、
収

穫
が
多
す
ぎ
る
も
の
、
作
る

の
に
難
し
い
も
の
、
珍
し
い

も
の
は
道
の
駅
で
購
入
す
る

の
で
す
。
（
栃
木
県
佐
野
市

主
婦
・
４４
歳
）

☆
意
表
突
か
れ
た

「
海
外
に
広
が
る
ｍ
ｉ
ｃ

ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
ｅ
ｋ
ｉ
」
は
、
私

に
と
っ
て
は
意
表
を
突
か
れ

た
記
事
で
し
た
。
道
の
駅
が

海
外
ま
で
！
と
い
っ
た
新
鮮

な
印
象
、
新
た
な
発
見
で
、

と
て
も
面
白
く
読
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
（
新
潟
県

村
上
市

事
務
員
・
４１
歳
）

☆
頭
下
が
る
思
い

先
日
、
東
北
の
旅
を
し
、

震
災
に
遭
っ
た
栗
原
市
に
立

ち
寄
り
ま
し
た
。
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
、
道
、
そ
れ
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
々
の
Ｔ
シ
ャ

ツ
等
、
す
べ
て
に
�
が
ん
ば

ろ
う
栗
原
�
の
文
字
が
あ
り

み
な
さ
ん
が
元
気
に
変
わ
り

な
く
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
を

見
て
感
動
し
ま
し
た
。
道
の

駅
で
も
復
興
市
を
開
催
中
で

思
わ
ず
た
く
さ
ん
購
入
し
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
の
活
気
に

頭
の
下
が
る
思
い
で
帰
途
に

つ
き
ま
し
た
。
（
岡
山
県
倉

敷
市

自
営
・
６４
歳
）

☆
駅
に
発
電
施
設

全
国
９
０
０
近
い
道
の
駅

に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施

設
を
積
極
的
に
展
開
し
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
。
同
時
に
リ

サ
イ
ク
ル
再
生
品
を
多
方
面

で
活
用
す
る
な
ど
、
地
球
再

生
は
道
の
駅
か
ら
、
で
す
。

（
新
潟
市

無
職
・
６５
歳
）

☆
夫
婦
連
携
で
す

共
通
の
趣
味
や
話
題
の
無

い
私
た
ち
夫
婦
。
で
も
な
ぜ

か
道
の
駅
巡
り
に
は
ま
り
、

ふ
た
り
で
ス
タ
ン
プ
ブ
ッ
ク

を
握
り
締
め
「
次
は
ど
こ
に

し
よ
う
か
」
と
道
の
駅
を
検

索
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え

は
「
世
界
の
連
携
」
？
私
た

ち
は
ま
ず
「
夫
婦
の
連
携
」

か
ら
で
す
。
（
愛
知
県
瀬
戸

市

看
護
師
・
４８
歳
）

☆
鉄
道
駅
に
併
設

道
の
駅
は
い
つ
も
利
用
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
で

き
れ
ば
、
鉄
道
の
駅
に
併
設

し
て
も
ら
う
と
す
ご
く
う
れ

し
い
し
、
便
利
だ
と
思
い
ま

す
。
（
埼
玉
県
鶴
ケ
島
市

会
社
員
・
３６
歳
）

☆m
i
c
h
i
n
o
e
k
i

道
の
駅
が
海
外
に
広
が
る

―
―
。
日
本
独
自
の
も
の
が

世
界
に
認
め
ら
れ
る
の
は
素

敵
な
こ
と
で
す
ね
。
各
国
・

地
域
の
活
性
化
や
経
済
発
展

に
貢
献
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に

素
晴
ら
し
い
で
す
。
（
札
幌

市

主
婦
・
４１
歳
）

☆
エ
コ
を
考
え
て

道
の
駅
は
発
展
の
一
途
で

す
。
拡
大
・
発
展
と
同
時
に

こ
れ
か
ら
は
各
駅
と
も
ソ
ー

ラ
ー
シ
ス
テ
ム
利
用
や
、
雨

水
を
活
用
し
た
ト
イ
レ
設
置

な
ど
、
エ
コ
を
考
え
た
施
設

作
り
を
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
（
千
葉
県

佐
倉
市

主
婦
・
５６
歳
）

☆
居
心
地
の
こ
と

道
の
駅
の
進
化
や
多
機
能

化
の
一
方
で
、
気
が
か
り
な

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

コ
ン
ビ
ニ
と
化
し
た
駅
や
、

郊
外
型
モ
ー
ル
と
見
ま
が
う

駅
の
増
加
で
す
。
こ
う
し
た

駅
は
な
ぜ
か
居
心
地
が
よ
く

な
い
。
ゆ
っ
た
り
し
た
休
憩

ス
ペ
ー
ス
で
客
同
士
の
会
話

が
楽
し
め
る
素
朴
な
駅
が
減

っ
て
い
ま
す
。
道
の
駅
は
ド

ラ
イ
バ
ー
の
オ
ア
シ
ス
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
（
熊
本
県

益
城
町

自
由
業
・
６０
歳
）

このコーナーでは、道の駅をは

じめ、農家レストランや、道路な

どに関する読者の皆様のさまざま

な声を紹介していきます。

お便りはハガキで〒１０５－０００１

東京都港区虎ノ門４－１－１

虎ノ門パストラル内 ＮＰＯ法人

「人と道研究会」「第２０号読者の

声係」宛にお寄せください。

また読者専用のメールＢＯＸ

（dokusya@route-press 21 st.jp）

もあります。お便りのほか、写真

の投稿も大歓迎です。採用分には

記念品をプレゼントします。

ア
キ
ハ
ギ

オ

シ
ラ
ツ
ユ

秋
萩
に

置
け
る
白
露

朝
な
朝
な

玉
と
ぞ
見
ゆ
る

置
け
る
白
露

（
万
葉
集
・
巻
十
・
二
一
六
八
番
）

秋
の
七
草
の
一
つ
。
萩
に
宿
っ
て
い
る
び
っ
し

ま
い
あ
さ

か
が
や

た

ま

り
の
白
露
を
、
毎
朝

、
光
輝
く
珠
玉
と
見

る
こ
と
よ


繁
り
に
茂
っ
て
い
る
萩
の
花
や
葉

や
枝
に
、
宿
っ
て
い
る
白
露
は
ナ
ア
。

×

×

×

う
す
べ
に

む
れ

薄
紅
の
可
憐
な
花
の
群
。
た
お
や
か
な
垂
れ
枝
に

し
と
ど
に
宿
っ
て
い
る
無
数
の
露
た
ち
。
東
の
空
が

じ

じ

次
第
に
明
る
み
、
日
の
出
へ
と
、
時
々
増
す
光
を
受

こ
く
こ
く

さ
ま
が
わ

け
て
、
露
も
刻
々
に
様
変
り
す
る
―
―
透
明
な
大
小

の
白
露
。
花
の
薄
紅
を
映
す
露
の
玉
。
朝
日
を
屈
折

・
分
散
・
反
射
す
る
プ
リ
ズ
ム
。
風
で
ハ
ラ

と

ま
ん

げ

き
ょ
う

落
下
す
る
白
玉
―
―
こ
れ
は
、
露
の
万
華
鏡
か
。
露

か
な

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

か
も

が
奏
で
る
交
響
曲
か
。
自
然
が
醸
し
出
す
神
秘
と
美

き
ょ
う

が
く

に
触
れ
た
万
葉
人
の
驚
愕
と

か
ん
せ
い

歓
声
の
歌
で
あ
る
。

「
置
く
白
露
」「
朝
な
朝
な
」

リ

フ

レ

ー
ン

じ

あ
ま

の
繰
り
返
し
と
字
余
り
は
、

か
ん
に
ゅ
う

い

け
い

対
象
へ
の
情
愛
貫
入
と
畏
敬

う
た

を
し
み
じ
み
と
詠
い
あ
げ
て

い
る
。作
者
は
不
詳
で
あ
る
。

ワ

白
露
と

秋
の
萩
と
は

恋
ひ
乱
れ

別
く
こ
と

コ
コ
ロ

難
き

我
が
情
か
も

（
二
一
七
一
番
）

私
の
心
は
、
白
露
に
も
萩
の
花
に
も
、
恋
い

焦
が
れ
混
乱
し
て
、
ど
ち
ら
を
恋
し
て
い
る
の

か
、
判
別
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
ナ
ア
。

ツ
ク

ヨ

萩
が
花

咲
き
を
を
り
を

見
よ
と
か
も

月
夜

キ
ヨ

の
清
き

恋
ひ
ま
さ
ら
く
に

（
二
二
二
八
番
）

萩
の
花
が
枝
も
た
わ
わ
に
咲
い
て
い
る
。
そ
の

す
が
す
が

姿
を
見
よ

と
い
う
の
か
―
―
月
の
光
が
清
々

し
く
照
り
輝
い
て
い
る
の
は
（
花
を
見
る
と
）

つ
の

恋
人
が
思
わ
れ
、心
が
ま
す

募
る
の
に


ケ

秋
萩
の

上
に
置
き
た
る

白
露
の

消
か
も
死

な
ま
し

恋
ひ
つ
つ
な
ら
ず
は

（
二
二
五
四
番
）

萩
の
上
に
降
っ
て
い
る
白
露
が
、
消
え
て
し
ま

う
よ
う
に
、
私
も
死
ん
で
し
ま
い
た
い
。
恋
に

苦
し
み
続
け
る
の
な
ら
ば
…
…
。

万
葉
人
の
自
然
接
遇
と
そ
の
心
を
学
び
た
い


【作品】短歌（五七五七七）を一人

５首まで（漢字には必ず読み仮名

を）。自作の未投稿・未発表作品に

限る。詳しくは http://m.yomiuri.

co.jp/k/man-yo（ネット、携帯共

通）で。

【応募方法】〒住所、氏名（ふりが

な）、性別、年齢、職業、電話番号

を明記し、はがきで〒１０４・８３２５（住

所不要）読売新聞東京本社事業開発

部（電話０３・５１５９・５８８６）まで。

インターネット、携帯サイトからも

応募可能。

【締め切り】１１月３０日必着

日
本
最
古
の
歌
集
「
万
葉

集
」
。
そ
の
最
終
歌
が
７
５

９
年
に
大
伴
家
持
に
よ
っ
て

詠
ま
れ
て
か
ら
、
来
年
で
１

２
５
０
年
を
迎
え
る
。
こ
れ

を
機
に
、
読
売
新

聞
社
で
は
「
平
成

万
葉
集
」
を
編
纂

す
る
こ
と
を
決

め
、
広
く
短
歌
を

募
集
し
て
い
る
。

万
葉
集
は
７
～

８
世
紀
の
間
に
歌

わ
れ
た
約
４
５
０

０
首
の
歌
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。
作

者
は
天
皇
・
貴
族

か
ら
庶
民
ま
で
幅

広
く
、
自
然
や
四

季
の
美
し
さ
、
男

女
の
恋
、
死
者
へ

の
哀
悼
な
ど
、
当

時
の
人
々
の
心

を
、
世
紀
を
越
え

て
現
代
に
伝
え
て

い
る
。

「
平
成
万
葉

集
」
で
は
、
現
代
に
生
き
る

私
た
ち
の
思
い
を
つ
づ
っ
た

短
歌
約
１
０
０
０
首
（
一
人

１
首
）
を
掲
載
す
る
。
題
材

は
自
由
。
応
募
は
一
人
５
首

ま
で
。
今
年
１１
月

末
、
締
め
切
ら
れ

る
。選

考
委
員
は
岡

井
隆
、
小
池
光
、

俵
万
智
（
以
上
、

歌
人
）
、
檀
ふ
み

（
女
優
）
、
永
田

和
宏
（
歌
人
）
、

中
西
進
（
国
文
学

者
）
、
リ
ー
ビ
英

雄
（
小
説
家
）
の

各
氏
。

来
年
春
に
入
選

者
を
読
売
新
聞
紙

上
で
発
表
し
、「
平

成
万
葉
集
」
と
し

て
本
に
ま
と
め
る

予
定
。
入
選
者
に

は
、
「
平
成
万
葉

集
」
１
冊
を
贈
呈

す
る
。

奈
良

正

「平成万葉集」を編纂へ

短歌１０００首募集

多くの鉄道ファンで賑わう「鉄道博物館」

＝埼玉県さいたま市

秋
萩
と
白
露
と

選
考
委
員
に

俵
万
智
氏
ら

■募集要項

◆お便り募集

（
学
校
法
人
北
川
学
園
理
事
・
万
葉
研
究
家
）
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日
本
の

美
し
い
自

然
と
文
化

を
次
世
代

へ
送
る
た

め
に
農
業

を
守
り
た

い
。
そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
つ
く

ら
れ
た
富
山
和
子
が
つ
く
る
「
日

本
の
米
カ
レ
ン
ダ
ー
」
が
２０
年
目

を
迎
え
ま
す
。

こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
過
去
１０
年

分
の
中
か
ら
６０
点
を
セ
レ
ク
ト
し

「
水
と
緑
日
本
の
原
風
景
」
と
し

て
、
社
団
法
人
家
の
光
協
会
よ
り

出
版
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ

社
団
法
人

家
の
光

協
会

☎

０３-

３
２
６
６-

９
０

２
９
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北
海
道
有

数
の
豪
雪
地

帯
に
位
置
す

る
沼
田
町
。

豊
か
な
自
然

と
そ
の
豊
富

な
雪
解
け
水

が
美
味
し
い

米
を
育
て
、

貯
蔵
に
は
新

米
の
風
味
を

損
な
わ
ぬ
よ

う
、
雪
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利

用
し
た
２０
年

産

「

雪

中

米
」
２
㌔
入
り
を
５
名
に
。
ま
た

契
約
栽
培
に
よ
り
生
産
し
た
ト
マ

ト
を
加
工
し
た
ジ
ュ
ー
ス
「
北
の

ほ
た
る
（
無
塩
）
」
６
缶
入
り
を

５
名
に
。

ト
ヨ
タ
Ｆ
１
は
、

２
０
０
２
年
か
ら
Ｆ

１
に
参
戦
し
て
い
る

ト
ヨ
タ
自
動
車
に
よ
る
Ｆ
１
レ
ー
シ
ン
グ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
。
正
式
名

称
は
「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
ト
ヨ
タ
・
レ
ー
シ
ン
グ
（
Ｐ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
ｉ

ｃ

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ

Ｒ
ａ
ｃ
ｉ
ｎ
ｇ
）」。
Ｆ
１
フ
ァ
ン
に
お
な
じ
み
の

レ
ー
ス
用
グ
ッ
ズ
の
中
か
ら
、
ロ
ゴ
入
り
「
ウ
ィ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
」

（
赤
）、チ
ー
ム
キ
ャ
ッ
プ（
赤
）、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
以
上
３
点
を
１

名
様
に
。
ま
た
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
カ

ー
「
Ｔ
Ｆ
１
０
８
オ
ー
セ
ン
テ
ィ

ッ
ク
カ
ー
」
を
１
名
様
に
。

問
合
せ

ト
ヨ
タ
自
動
車

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
y
o
t
a
.
c
o
.

j
p
/

「
甘
栗
む
い

ち
ゃ
い
ま

し

た
」は
、安
全
・

安
心
な
有
機
栽

培
栗
を
使
用
し

て
お
り
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
を
と

っ
た
日
本
の
工
場
で
レ
ト
ル
ト
加

工
を
し
て
い
ま
す
。
３５
㌘
入
（
１５７

円
）
と
１００
㌘
入
（
３６７
円
）
各
１
個
。

「
フ
ル
ー
テ
ィ
ナ
ビ
」
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
半
生
製
法
で
仕
上
げ
、
フ
ル

ー
ツ
そ
の
も
の
の
味
わ
い
が
生
き

て
い
ま
す
。
マ
ン
ゴ
ー（
２１０
円
）、

ア
ッ
プ
ル（
１６８
円
）、
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル（
１６８
円
）各
１
個
。
以
上
５
点
セ

ッ
ト
を
２０
名
に
。

※
価
格
は
い

ず
れ
も
税
込
参
考
価
格

問
合
せ

ク
ラ
シ
エ
フ
ー
ズ
お

客
様
相
談
室
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１
、
道
の
駅
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
○
○
○
し
て
ね

２
、
ピ
ザ
や
パ
ス
タ
に
サ
ッ
と
振
り
か
け
、
ピ
リ

辛
で
食
べ
よ
う

３
、
夏
は
盆
、
冬
は
○
○
。
帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
の
時

期
で
す

４
、
全
て
の
道
は
○
○
○
に
通
ず

５
、
サ
イ
コ
ロ
振
っ
て
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ー
ル

を
目
指
す
遊
び
は
？

６
、
細
長
く
ピ
リ
ッ
と
辛
い
「
○
○
○
○
大
根
」

１０
、
戦
う
相
手
な
ん
で
す

１２
、
夢
の
世
界
を
思
い
え
が
い
て
い
ま
す

１４
、「
無
花
果
」
何
と
読
む
？

１６
、
雨
を
英
語
で
い
う
と
？

２０
、
「
銀
杏
」
は
「
ぎ
ん
な
ん
」
と
読
む
け
ど
、

他
の
読
み
は
？

２２
、
○
○
○
○
手
術
で
命
を
救
お
う
！
ド
ナ
ー
登

録
を
お
願
い
し
ま
す

２３
、
森
の
○
○
さ
ん
、
冬
眠
に
入
る
？

２４
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
「
み
に
く
い
○
○
○
の

子
」

２６
、
秋
は
○
○
○
の
ボ
ジ
ョ
レ
ヌ
ー
ボ
ー
も
楽
し

み
で
す

２９
、
杵
と
？

１、クリスマスにプレゼントを届けるのに大忙

しです

７、「ニッポン、チャチャチャ！」○○○ボー

ルを観戦する

８、ひょっとして、勘違い？

９、童謡「七つの子」で歌われているのは？

１１、←→ミクロ

１３、道の駅は旅の途中の○○○の場です

１５、ハワイで馴染みある楽器です

１７、○○県には、現在２０ヶ所の道の駅がありま

す

１８、元素記号は「Ｎ」

１９、似ています

２１、片目だけパチリッ

２５、おでんの具にもいいけど、磯部揚げもいい

ですね

２７、社長のスケジュールは○○○に聞いてくだ

さい

２８、たくさん洋服を持っている人のことを、○

○○○持ち

３０、沖縄名物。悪酔い防止にこ

れが効きます

３１、富山の○○○売

①
ト
ヨ
タ
Ｆ
１
チ
ー
ム
オ
フ

ィ
シ
ャ
ル
グ
ッ
ズ
を
２
名
に

道の駅文庫

「
人
は
成
熟
す
る
に
つ
れ
て
若
く
な
る
」
と
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
は

言
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
そ
の
よ
う
に
成
熟
し
な
が
ら
、
健
康
で
、
楽
し
く
、
美
味

し
く
暮
ら
し
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
気
持
ち
で
人
生
の
道
を
歩
い
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

道
の
駅
文
庫
は
、
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
太
陽
や
風
を
感
じ
ら
れ

る
す
ぐ
れ
た
図
書
を
選
定
し
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

●プレゼント希望の方は希望商品番号（１～

４のうち１点）を記入し、①氏名②郵便番号・

住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧この新

聞を手に入れた場所⑨今月号で一番良かった記事⑩そ

の他のご意見・ご感想を官製はがきに明記し、〒１０５‐０００１

東京都港区虎ノ門４‐１‐１ 虎ノ門パストラル内 ＮＰＯ法人

人と道研究会「２０号プレゼント係」宛、１１月３０日必着でお送りく

ださい。発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

★
タ
テ
の
鍵

▼応募方法

「ここで暮らす楽しみ」

山尾 三省 著

山と渓谷社

定価１８００円（税別）

●クロスワードパズルの答Ａ～Ｈを記入し、①氏名②郵便番号・

住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧この新聞を手に入れ

た場所⑨今月号で一番良かった記事⑩その他のご意見・ご感想を

官製はがきに明記し、〒１０５‐０００１ 東京都港区虎ノ門４‐１‐１虎

ノ門パストラル内 ＮＰＯ法人 人と道研究会「２０号クロスワー

ド係」宛、１１月３０日必着でお送りください。パズルの正解者には

抽選で３０名様に記念品をプレゼントします。

６

２３

と

久
々
に
神
田
の
古
書
街
に
行
っ
た
。
と
あ
る
街
角
で
年
配
の

男
の
人
が
ビ
ラ
み
た
い
な
も
の
を
道
行
く
人
に
配
っ
て
い
る
。

何
だ
ろ
う
？
と
思
っ
て
ビ
ラ
を
貰
っ
て
み
た
ら
本
屋
の
案
内
だ

っ
た
。
多
分
開
店
し
て
間
も
な
い
古
本
屋
で
集
客
が
少
な
い
の

だ
ろ
う
。
し
か
も
そ
の
古
本
屋
は
表
通
り
か
ら
引
っ
込
ん
で
い

て
冷
や
か
し
に
歩
い
て
い
る
人
に
は
足
が
向
き
に
く
い
よ
う

だ
。
そ
れ
で
、
古
本
屋
の
主
が
客
引
き
に
街
角
に
立
っ
て
い
た

ら
し
い
。

お
店
に
入
る
と
入
り
口
に
近
い
と
こ
ろ
に
一
冊
の
本
が
置
い

て
あ
っ
て
こ
の
本
が
目
に
入
っ
た
。『
こ
こ
で
暮
ら
す
楽
し
み
』

（
山
尾
三
省
著
）
だ
。
頁
を
め
く
る
と
冒
頭
に
一
遍
の
詩
が
載

っ
て
い
た
。
「
一
日
暮
ら
し
」
と
い
う
題
だ
。「
海
に
行
っ
て

海
の
久
遠
を
眺
め

お
弁
当
を
食
べ
る

少
し
の
貝
と

少
し

の
ノ
リ
を
採
り

薪
に
す
る
流
木
を
拾
い
集
め
て

一
日
を
暮

ら
す
…
…
一
生
を
暮
ら
す

の
で
は
な
い

た
だ
一
日
一
日

一
日
一
日
と

暮
ら
し
て
ゆ
く
の
だ
」い
い
詩
だ
な
あ
。

「
こ
の
本
下
さ
い
」

「
こ
れ
は
、
昨
日
入
れ
た
ら
昨
日
す
ぐ
売
れ
て
、
今
日
ま
た
入

れ
た
ば
か
り
な
ん
で
す
よ
」

古
本
屋
の
店
番
を
し
て
い
た
娘
さ
ん
が
そ
う
私
に
言
っ
た
。

「
ま
た
す
ぐ
売
れ
ま
す
よ
、
き
っ
と
」

今
月
読
ん
だ
本
の
な
か
で
一
番
良
か
っ
た
。
山
尾
さ
ん
は
ア

ウ
ト
ド
ア
の
世
界
で
は
著
名
な
人
だ
。
こ
の
本
の
内
容
も
月
刊

『
ｏ
ｕ
ｔ
ｄ
ｏ
ｏ
ｒ
』
誌
に
九
六
年
か
ら
二
年
間
連
載
さ
れ
た

も
の
で
出
版
は
九
九
年
だ
。
山
尾
さ
ん
は
、
九
州
の
屋
久
島
に

移
り
住
ん
で
も
う
三
十
年
近
く
に
な
る
。
本
書
は
、
そ
の
島
で

の
暮
ら
し
の
エ
ッ
セ
イ
で
あ
り
同
時
に
山
尾
さ
ん
の
ア
ウ
ト
ド

ア
と
は
何
か
と
い
う
哲
学
的
な
思
惟
で
も
あ
る
。
山
尾
さ
ん
が

本
書
で
力
を
込
め
て
言
っ
て
い
る
の
は
究
極
の
ア
ウ
ト
ド
ア
は

自
然
に
包
ま
れ
た
「
こ
こ
」
で
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
だ
。
「
こ

こ
」
に
住
み
、
暮
ら
し
て
は
じ
め
て
そ
の
楽
し
み
が
見
え
て
く

る
。
そ
の
「
こ
こ
」
は
何
処
で
も
い
い
。
「
一
つ
の
場
所
を
自

分
の
場
と
し
て
選
び
取
り
、
そ
こ
に
生
死
す
る
覚
悟
を
深
め
る

な
ら
ば
そ
の
場
に
お
い
て
無
限
の
旅
が
始
ま
る
」
と
山
尾
さ
ん

は
言
う
。

あ
な
た
方
も
「
こ
こ
で
暮
ら
す
楽
し
み
」
の
旅
に
で
て
み
ま

せ
ん
か
、
そ
う
著
者
は
語
り
か
け
て
く
る
よ
う
だ
。

（
花
信
風
子
）

ん

１６

２９

Ｅ

ぜ
□ー

５

８

２２

３１

■ナ

れ

Ｆ

□ー

ぷ

１２

１５

２１

■

パズル制作・構成：Zero Page

コ

Ｂ

４

１１

２６

２８

Ｃ

３

１４

１８

②
単
行
本
「
水
と
緑
日
本

の
原
風
景
」を
５
名
に

Ｇ

Ｄ

③「
雪
中
米
」「
ト
マ
ト
ジ

ュ
ー
ス
」を
各
５
名
に

④「
甘
栗
む
い
ち
ゃ
い
ま
し

た
」を
セ
ッ
ト
で
２０
名
に

２
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▶
応
募
方
法

１９月号の正解は

「セカイトレンケイ」でした

★ヨコの鍵

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

人
と
道
パ
ズ
ル
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全国の道の駅で配布しているフリーペーパー「道２１世紀新聞」（愛称：ルートプレス２１）の発行元、「人と道研究会」

（特定非営利活動法人）は、「道の駅」制度開始から１５周年の節目を機会に、来春から「道の駅検定」を始めることにし

ました。コンセプトは〝知のスタンプラリー〟。道の駅が今後もさらに拡大し、地域に貢献していくための〝しくみ〟で

す。クルマと人とモノ・情報が行き交うのが「道の駅」なら、「道の駅検定」は、検定を受ける皆さまがつくりあげていく

〝道の語り部のネットワーク〟。読者の皆様の情報やアイディアを生かす参加型の「道の駅検定」を目指します。

検
定
の
問
題
は
、
従
来
の
取
材
・
報
道
蓄
積
に
加

え
、
各
駅
を
は
じ
め
関
係
機
関
な
ど
の
公
表
資
料
や
情

報
を
改
め
て
収
集
・
取
材
し
、
地
域
の
皆
様
や
識
者
の

意
見
も
入
れ
て
作
成
し
ま
す
。

「
こ
れ
は
面
白
い
」
と
思
う
情
報
が
あ
れ
ば
、
ど
し

ど
し
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
そ
の
駅
（
ま
た
は
地
域
）

の
特
徴
的
な
施
設
、
運
営
方
法
、
催
し
、
特
産
品
、
伝

統
の
味
、
景
観
な
ど
、
大
歓
迎
で
す
。
道
の
駅
関
係
者

の
皆
様
も
、
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
各
地
の
ネ
タ
、

ご
自
慢
や
情
報
な
ど
「
駅
長
の
イ
チ
オ
シ
」
を
い
っ
ぱ

い
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
今
後
「
道
２１
世
紀
新
聞
」
の
紙
面
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ１ 漢学の里しただ駅（新潟県三条市）は大漢和辞典の編纂者である諸橋轍次さんの
生地であることから設けられた駅です。以下の記述で間違っているのはどれか。

三条市は小中学生を対象に漢字の検定を道の駅で行っている。
併設されている諸橋轍次記念館では、マルチスライドやビデオの上映、漢字ク

イズのゲームなど楽しみながら学べるコーナーも設置されている。
諸橋さんが漢学を志したきっかけは「西遊記」に魅せられたことでした。レス

トランも「庭月庵悟空」と名付けられている。
建物、庭園はすべて中国風に作られている。

解答：
解説：駅舎は和風であり、駅構内に諸橋博士の生家＝日本家屋＝も移築されてい

ます。日本と中国の風情が調和した漢庭園、和庭園が造成されています。
（ルートプレス第１７号 ８・９面から）

Ｑ２ 道の駅には自慢の郷土料理があります。その中で間違っているのはどれか。

青森県階上町・はしかみ駅の「いちご煮」には新鮮なイチゴが入っている。
愛媛県伊予市・シーサードふたみ駅の「じゃこてん」はハート型をしている。
埼玉県羽生市・はにゅう駅の「いが饅頭」は地元の主婦が手作りしている。
鳥取県琴浦町・ポート琴浦駅の「あご野焼」はトビウオが材料だ。

解答：のいちご煮
解説：「いちご煮」には新鮮なイチゴは入っていない。新鮮なウニがイチゴのよ

うに見えることからこの名前になった。 （同第１９号８・９面から）

Ｑ３ 道の駅と鉄道の駅が一体となったダブルステーションが各地にあるが、連結・
隣接していないのはどの駅か。

のだ駅（岩手県野田村）
マルメロの駅ながと駅（長野県長和町）
日和佐駅（徳島県日和佐町）
歓游舎ひこさん駅（福岡県添田町）

解答：のマルメロの駅ながと
解説：「駅」の字が付いているが長和町には鉄道なし。

１９９３年４月、国交省の制度として始まり、今年で１５年になります。

スタート当時は全国で１０３駅でしたが、大勢の道路利用者から温かい

支持、周辺地域などの熱い期待を受け、現在８８５駅に広がっています。

「休憩機能」「情報発信機能」「地域連携機能」を登録条件としてい

ます。新潟県中越地震など幾度もの災害で「防災拠点機能」が注目さ

れ始めました。他にもウォーキングやサイクリングを楽しむ人との連

携機能、ＩＴＳ（高度道路交通システム）を駆使した「高度情報機能」

など、多様に進化しています。近年は、途上国支援の有力手段として

アジア、アフリカ諸国にも導入され「michinoeki」として世界に通じ

るほどになりました。

各地の「ネタ」をお知らせください

道の駅

検定問題を大募集�

こんな問題たとえば
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